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調査結果のポイント 

 

 

１ 夫婦の世帯構成 
  

〇 結婚後の夫婦の家族構成は約８割が核家族である。過去調査から夫婦のみの世帯の割合が増加してい

る。 

 ［参考：奈良県の核家族世帯割合］62.5％（R2 国勢調査結果・分母に単独世帯含む） 

 

 

【図表 夫婦調査の家族構成】 

 

 

 

 

２ 子どもの数 
  

〇 理想の子どもの人数の平均は2.33人に対し、予定している子どもの数の平均は2.10 人。 

理想と予定の差は0.23 人と前回調査から縮まっているものの理想の子どもの数はゆるやかに減少。 

〇 理想の子どもを持たない理由の一位は「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」で、その要因は塾や

習い事を含めた教育費である。 

正規職・自営業の世帯でも夫婦ともに「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が理由の上位となっ

ており、共働きによる経済的優位がうかがえない。 

  

 

【図表 理想・予定・現在の子どもの平均人数】 
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6.2%
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H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

夫婦のみ 夫婦と子ども
夫婦と子どもと

夫の親

夫婦と子どもと

妻の親
その他・無回答
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子ども数
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予定
子ども数
(N=1,068)
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0.0人
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理想子ども数 現在の子ども数 今後予定の子ども数

【R5県調査】 【H30県調査】 【H25県調査】 【R3全国調査】
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図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（複数回答）（初婚同士） 

 

 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では「パートナー」ではなく「夫」であった 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では無回答の掲載なし 

  

57.7%

12.3%

15.9%

5.5%

9.1%

30.9%

20.5%

15.9%

21.8%

8.6%

11.4%

3.2%

9.1%

5.9%

50.6%

8.4%

12.9%

6.0%

6.4%

30.1%

14.9%

15.7%

22.1%

12.0%

7.2%

6.0%

7.2%

56.1%

10.6%

9.9%

4.6%

5.3%

35.6%

12.5%

16.8%

13.2%

8.3%

8.3%

5.6%

8.6%

41.0%

7.2%

12.5%

4.4%

5.9%

34.1%

17.8%

14.6%

22.2%

9.1%

6.8%

4.7%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

無回答

R5県調査(N=220)

H30県調査(N=249)

H25県調査(N=303)

R3全国調査(N=1,315)
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図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（複数回答） 

 

 

  

60.4%

16.2%

21.6%

6.3%

11.7%

29.7%

18.9%

14.4%

18.0%

4.5%

13.5%

3.6%

9.0%

8.1%

54.2%

12.5%

13.5%

7.3%

7.3%

27.1%

17.7%

14.6%

29.2%

13.5%

8.3%

5.2%

8.3%

5.2%

56.9%

10.8%

4.6%

4.6%

7.7%

24.6%

26.2%

16.9%

13.8%

1.5%

9.2%

1.5%

12.3%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

無回答

ともに正規職・自営業(N=111)

正規職・自営業×非正規職(N=96)

正規職・自営業×無職(N=65)
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３ 子育ての負担感 
  

〇 6 歳未満の子どもがいる家庭の子育てへの身体的・経済的な不安感・負担感は男女ともに上昇傾向。 

男性においては精神的な不安感も増している。 

 ［参考：身体的・体力的な負担感］R5 夫 54.2％（前回比較+16.4pt） 妻 58.1％（前回比較+3.9pt） 

 ［参考：心理的・精神的な負担感］R5 夫 53.4％（前回比較+14.4pt） 妻 47.9％（前回比較-1.9pt） 

 ［参考：金銭的・経済的な負担感］R5 夫 77.1％（前回比較+19.8pt） 妻 69.0％（前回比較+12.4pt） 

 

〇 子育てにおける身体的な負担は妻の割合が夫に比べて高く、精神的・経済的な負担は夫の割合が妻に

比べて高いなど夫婦間に負担感のギャップが生じている。 

 ［参考：身体的・体力的な負担感 男女差（夫-妻）］R5 感じる計–3.9pt 感じない計+4.3pt 

 ［参考：心理的・精神的な負担感 男女差（夫-妻）］R5 感じる計+5.5pt 感じない計-5.1pt 

 ［参考：金銭的・経済的な負担感 男女差（夫-妻）］R5 感じる計+8.1pt 感じない計-7.9pt 

 

〇 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因は「大学教育にかかる費用」「塾や習い事にかかる費

用」「高等学校教育にかかる費用」など教育費が上位。前回調査から「出産にかかる費用」「衣食住にかか

る費用」の割合が上昇している。 

 

〇 夫婦ともに子育てにおける不安点は「子どもの成長や健康への悩みや不安」「出産や育児に費用がかか

りすぎる」が上位。夫は「しつけの仕方がわからない」、妻は「自分の自由な時間がない」への不安が比較

的高い。 

 

 

図表 身体的・体力的な不安感・負担感 （６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

 

  

54.2% 45.8%

37.8% 59.7%

58.1% 41.5%

54.2% 45.5%

50.4% 45.9%

感じる
計

感じな
い計

14.4%

6.1%

16.2%

12.7%

14.8%

39.8%

31.7%

41.9%

41.5%

35.6%

31.4%

39.0%

29.2%

28.6%

30.9%

14.4%

20.7%

12.3%

16.9%

15.0%

2.4%

0.4%

0.2%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答
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図表 心理的・精神的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

 

図表 金銭的・経済的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 

※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

 

  

53.4% 46.6%

39.0% 58.5%

47.9% 51.7%

49.8% 50.0%

46.0% 50.2%

感じる
計

感じな
い計

11.0%

7.3%

14.1%

12.9%

13.3%

42.4%

31.7%

33.8%

36.9%

32.7%

30.5%

40.2%

35.2%

32.2%

33.9%

16.1%

18.3%

16.5%

17.8%

16.3%

2.4%

0.4%

0.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答

77.1% 22.0%

57.3% 40.2%

69.0% 29.9%

56.6% 42.0%

69.6% 27.0%

感じる
計

感じな
い計

35.6%

17.1%

32.4%

18.1%

24.8%

41.5%

40.2%

36.6%

38.5%

44.8%

16.1%

25.6%

19.7%

29.6%

19.6%

5.9%

14.6%

10.2%

12.4%

7.4%

0.8%

2.4%

1.1%

1.4%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答
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図表 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因 

 

※「子育てサービス（一時預かり・ベビーシッターなど）にかかる費用」「塾や習い事にかかる費用」は今回調査からの新規項

目 

※ H30 県調査では無回答の掲載なし 

 

図表 子育てに関する不安や悩み 

 

 

  

34.1%

63.7%

23.5%

25.1%

79.9%

41.3%

38.0%

68.2%

85.5%

7.3%

0.0%

24.0%

55.1%

29.9%

41.3%

41.9%

70.7%

91.6%

19.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

出産にかかる費用

衣食住にかかる費用

医療にかかる費用

子育てサービス（一時預かり・

ベビーシッターなど）にかかる費用

塾や習い事にかかる費用

保育所・認定こども園・

幼稚園などにかかる費用

小学校・中学校教育にかかる費用

高等学校教育にかかる費用

大学教育にかかる費用

その他

無回答

R5県調査(N=179)

H30県調査(N=167)

34.0%

46.2%

27.7%

11.3%

28.6%

19.3%

26.9%

44.1%

5.0%

8.0%

18.5%

7.6%

6.7%

6.7%

9.2%

2.1%

29.3%

46.0%

23.5%

11.4%

42.3%

21.9%

25.4%

41.3%

14.2%

13.4%

15.0%

8.7%

6.6%

5.7%

6.1%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

しつけの仕方がわからない

子どもの成長や健康への悩みや不安

子育てに十分な時間がとれない

子育てに関して家族の方針が合わない

自分の自由な時間がない

子ども連れの親子が利用しにくい

場所が多い（飲食店・交通機関など）

安全な遊び場がない

出産や育児に費用がかかりすぎる

パートナー（夫または妻）が

家事や育児に協力的でない

安心して子どもを預けられるところがない

保育所・幼稚園の行事や健康診断、

予防接種などの時、仕事を休みにくい

早朝や深夜などに仕事をする場合、

子どもを預けるところがない

悩み事の相談先がわからない

その他

不安や悩みは特にない

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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4 夫婦の子育て 
  

〇 ６歳未満の子どもがいる家庭の子育てに関する一体感は夫婦ともに９割弱で H30 県調査から上昇し

ている。ただし、「まったくそう感じる」割合は男性のほうが 11.9 ポイント高くなっており、夫が感じて

いるほど妻は一体感を感じられていない。 

 ［参考：子育てに関する一体感］ 

R5 夫 感じる計 89.8％（前回比較+3.3pt） まったくそう感じる 54.2％（前回比較+7.9pt） 

R5 妻 感じる計 85.3％（前回比較+7.1pt） まったくそう感じる 42.3％（前回比較+8.0pt） 

  

〇 育児・家事を積極的にする男性だと思う割合が夫婦ともに前回調査の２割前後から４割前後まで上昇。 

 

〇 夫が育児に関わらない理由は、夫婦ともに「仕事が忙しいから」が挙げられるが、妻は「夫が、育児や家

事は女性がするものという考えを持っているから」「関心がないから」など夫の意識も主要な理由とし

ている。 

 

〇 独身者においては「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事をもたず家にいるのが望ましい」に

ついて肯定的な割合は男女ともに大きく低下しているものの５割となっており依然根強い意識がある。 

 

 

図表 パートナーとの子育て一体感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
 

図表 育児・家事を積極的にする男性だと思うか 

  

89.8% 10.1%

86.5% 11.0%

85.3% 13.4%

78.2% 21.6%

80.3% 15.9%

感じる
計

感じな
い計

54.2%

46.3%

42.3%

34.3%

40.6%

35.6%

40.2%

43.0%

43.9%

39.7%

7.6%

9.8%

9.2%

14.6%

12.2%

2.5%

1.2%

4.2%

7.0%

3.7%

2.4%

1.4%

0.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答

35.7%

19.0%

41.2%

26.3%

43.7%

41.7%

32.9%

31.5%

19.7%

38.0%

24.9%

40.2%

0.8%

1.2%

1.0%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=238)

夫・H30県調査

(N=163)

妻・R5県調査

(N=702)

妻・H30県調査

(N=957)

思う
どちらかといえば

そう思う
思わない 無回答



8 

 

図表 夫が育児・家事に関わらない理由 

 

 

※（ ）内は夫側の理由 

※H30 県調査では夫のみに聴取。また、無回答の掲載なし 

※「職場の理解を得られないから」は今回調査からの新規項目 

 

図表 独身者の結婚観：少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

73.0%

2.7%

24.3%

8.1%

10.8%

2.7%

2.7%

5.4%

16.2%

0.0%

78.9%

7.0%

19.3%

5.3%

7.0%

3.5%

1.8%

14.0%

58.1%

35.0%

44.4%

5.0%

48.1%

6.9%

18.8%

6.3%

8.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

仕事が忙しいから

関心がないから

育児や家事のやり方が分からないから

あなたから（妻から）

やらなくてよいと言っているから

夫が（あなたが）、育児や家事は女性が

するものという考えを持っているから

あなたが（妻が）、育児や家事は女性が

するものという考えを持っているから

夫またはあなたの親族が（あなたまたは妻の親族が）、

育児や家事は女性がするものという考えを持っているから

職場での理解を得られないから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=37)

夫・H30県調査(N=57)

妻・R5県調査(N=160)

50.2% 49.8%

65.7% 34.3%

73.1% 26.9%

55.0% 45.0%

50.4% 49.6%

67.0% 33.1%

75.2% 24.8%

50.7% 49.3%

そう
思う
計

そう思
わない
計

12.4%

23.6%

32.3%

12.9%

10.8%

27.0%

33.6%

9.9%

37.8%

42.1%

40.8%

42.1%

39.6%

40.0%

41.6%

40.8%

26.9%

17.8%

14.5%

32.5%

20.5%

19.8%

16.3%

29.2%

22.9%

16.5%

12.4%

12.5%

29.1%

13.3%

8.5%

20.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=402)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=387)

男性・R3全国調査

(N=2,006)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=460)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,024)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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５ 夫婦の就労状況 
  

〇 学校卒業後から現在まで妻の就労している割合は約９割から約７割へ低下している。 

 ［参考：就労状況］ 

R5 夫 学校卒業直後の就労率 91.9％→現在 91.9％（比較+0.0pt）  

   妻 学校卒業直後の就労率 91.5％→現在 75.1％（比較-16.4pt） 

  

〇 ただし、前回調査と比較すると妻の現在就労している割合や正規職員の割合は前回調査より上昇して

おり、第一子出産を機に退職した割合も 5.6 ポイント低下するなど変化がみられる。 

 ［参考：就労状況］ 

R5 夫 就労率 91.9％（前回比較+0.8pt） 正規職員 78.7％（前回比較+0.5pt）  

   妻 就労率 75.1％（前回比較+10.1pt） 正規職員 34.2％（前回比較+10.6pt） 

 

〇 未就労の妻の約６割が働きたいと考えている。約９割がパート・アルバイトを希望しており、居住市町村

内に職場があり、短時間勤務ができる仕事があることや休暇がとりやすいことなどが条件となってい

る。 

 

 

図表 時期別・就労状況（夫） 

 

 

 

 

図表 時期別・就労状況（妻） 

 

 

  

(N=1,108)

75.5%

81.0%

81.4%

78.7%

9.6%

1.6%

0.6%

0.8%

4.5%

3.1%

2.9%

1.5%

1.4%

4.6%

5.2%

10.3%

0.9%

1.0%

1.2%

0.6%

1.4%

0.5%

0.6%

0.9%

0.6%

0.5%

0.2%

0.2%

6.0%

7.7%

7.9%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.最後に学校を

卒業した直後

b現在の結婚を

決めたとき

c.結婚直後

d.現在

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

(N=1,108)

71.7%

63.4%

47.0%

34.2%

13.4%

14.3%

14.9%

28.9%

5.7%

8.3%

6.0%

4.6%

0.2%

1.3%

2.1%

5.1%

0.5%

0.8%

1.6%

2.3%

1.4%

4.4%

20.8%

19.0%

1.4%

0.8%

0.8%

0.3%

5.9%

6.8%

6.8%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

e.最後に学校を

卒業した直後

f.現在の結婚を

決めたとき

g.結婚直後

h.現在

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答
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図表 現在の就労状況（夫） 

 

 

 

図表 現在の就労状況（妻） 

 

 

 

 

図表 第一子出産前後の妻の就労状況 

 

 

 

  

78.7%

78.2%

73.0%

0.8%

1.1%

0.8%

1.5%

2.1%

1.8%

10.3%

8.7%

11.4%

0.6%

1.0%

1.0%

0.9%

0.5%

1.0%

0.2%

0.1%

0.2%

6.9%

8.4%

10.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

34.2%

23.6%

13.7%

28.9%

32.8%

26.1%

4.6%

3.4%

2.7%

5.1%

1.8%

2.0%

2.3%

3.4%

5.7%

19.0%

30.2%

41.5%

0.3%

0.1%

0.4%

5.5%

4.8%

7.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

R5県調査
(N=959)

H30県調査
(N=1,151)

H25県調査
(N=1,490)

77.2%

45.1%

72.1%

38.1%

59.8%

23.7%

19.9%

46.8%

26.2%

55.4%

36.6%

66.8%

2.9%

8.1%

1.8%

6.5%

3.7%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

有職 無職 無回答

継続就業率

45.1%/77.2%=58.4%

継続就業率

38.1%/72.1%=52.8%

継続就業率

23.7%/59.8%=39.6%
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図表 未就労の妻の就労意向 

 

 

図表 希望就労形態 

 

 

※H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

 

図表 希望勤務地 

 

 

※H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

 

  

60.7% 

60.8% 

66.4% 

希望し
ている
計

27.1%

24.7%

24.1%

33.6%

36.1%

42.3%

37.9%

28.4%

29.0%

1.4%

10.7%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=214)

H30県調査(N=457)

H25県調査(N=789)

希望している

（すぐにでも、

もしくは

１年以内くらい

に就労したい）

希望している

（１年より先で、

就労したい）

希望していない 無回答

20.8%

91.5%

16.2%

3.1%

9.2%

1.5%

0.0%

19.8%

92.1%

22.7%

7.2%

12.9%

0.0%

18.1%

92.9%

17.7%

4.8%

10.7%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

正規職員

パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約社員

自営業主・家族従業者

内職

その他

無回答

R5県調査(N=130)

H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)

23.8%

78.5%

45.4%

6.9%

0.0%

19.8%

73.4%

51.8%

11.9%

12.2%

74.0%

39.7%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自宅

居住市町村（自宅外）

奈良県内

（居住していない市町村）

奈良県外

無回答

R5県調査(N=130)

H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)
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図表 就労条件 

 

 

※「テレワークなどで柔軟に勤務することができる仕事があること」は今回調査からの新規項目 

※ H30 県調査は無回答の掲載なし 

 

  

19.6%

13.6%

67.8%

24.3%

57.9%

30.8%

15.0%

16.4%

6.5%

1.9%

7.0%

4.2%

21.9%

16.2%

58.2%

58.2%

31.1%

6.8%

21.9%

7.9%

3.7%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育所などの保育サービスが利用できること

放課後児童クラブが利用できること

短時間勤務ができる仕事があること

テレワークなどで柔軟に

勤務することができる仕事があること

子どもの看護・授業参観・急病などの際に

休暇を取りやすい職場であること

自分の知識・能力に合う仕事があること

自分の知識・能力を高めることができること

パートナーの理解・協力を得られること

親の理解・協力を得られること

どのような条件が整っても、

就労しようと思わない

その他

無回答

R5県調査(N=214)

H30県調査(N=457)
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６ 独身者の結婚観 
  

〇 独身者は男女ともに「いずれ結婚するつもり」が８割程で、結婚に意欲がある割合が多数を占める。 

 

〇 希望結婚年齢は男女ともに２６～30歳と考える割合が最も高いが、女性は20代や30代前半を希望

する割合が男性より高く、希望結婚年齢に性差が生じている。 

 ［参考：希望結婚年齢の割合］ 

R5 21～25 歳 男性 16.5％ 女性 25.5％  26～30 歳 男性 52.8％ 女性 65.0％ 

   31～35 歳 男性 35.3％ 女性 40.6％ 

 

〇 現在独身でいる理由は男女ともに「適当な相手にまだめぐり会わないから」だが、巡り合えない理由は

「そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が少ない（いない）ため、出会いの機会がほとんどない」こと

が挙げられている。男性では収入の不安も上位。 

 

〇 「男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである」と考える割合は男女とも減少している。特に女性の割合

は50％を下回っている。 

 

〇 性別役割分担意識「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」は男性15.2％、女性11.2％で、

前回調査に比べ、男性 11.7 ポイント、女性 19.3 ポイントで大きく低下している。 

 

 

図表 結婚意欲 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳 

  

※集計対象：結婚経験のない20～39 歳

76.8%

79.7%

67.1%

78.6%

84.1%

87.2%

72.9%

81.5%

22.2%

17.7%

13.8%

20.2%

15.3%

9.8%

6.1%

17.5%

1.1%

2.6%

19.0%

1.2%

0.6%

3.0%

21.0%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=284)

男性・H30県調査(N=192)

男性・H25県調査(N=426)

男性・R3全国調査(N=2,110)

女性・R5県調査(N=340)

女性・H30県調査(N=296)

女性・H25県調査(N=557)

女性・R3全国調査(N=2,029)

いずれ結婚するつもり
一生結婚する

つもりはない
無回答
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図表 希望結婚年齢 

 

※集計対象：結婚経験がなく、いずれ結婚するつもりの 20～39 歳 

 

図表 現在独身でいる理由（あてはまる理由を３つ選択） 

     

※結婚経験のない方について、 

最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした 

          

1.8%

16.5%

52.8%

35.3%

6.4%

1.4%

17.0%

0.5%

4.6%

2.4%

25.5%

65.0%

40.6%

7.0%

0.7%

13.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

10代～20歳

21～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41歳以上

年齢は気にしない

その他

無回答

男性・R5県調査(N=218)

女性・R5県調査(N=286)

※結婚経験のない方について、

※最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした

0.52

0.42

0.61

0.38

0.37

1.26

0.58

0.45

0.76

0.28

0.04

0.01

0.10

0.07

0.70

0.52

0.78

0.46

0.39

1.23

0.43

0.10

0.07

0.14

0.10

0.45

0.68

0.57

0.47

0.58

1.39

0.35

0.25

0.32

0.11

0.07

0.05

0.20

0.18

0.62

0.68

0.69

0.57

0.46

1.42

0.31

0.05

0.08

0.15

0.17

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 1.6

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性をまだ感じないから

今は、仕事（または学業）に

打ち込みたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚や結婚後に経済的な

不安があるから

家庭をもつほどの収入がないから

雇用が安定していないから

結婚生活のための

住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に

同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

男性・R5県調査(N=281)

男性・H30県調査(N=207)

女性・R5県調査(N=368)

女性・H30県調査(N=321)
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 図表 適当な相手にめぐり会わない理由 

     

 

 

図表 生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

 

46.0%

9.3%

3.7%

9.9%

19.3%

4.3%

3.7%

3.1%

0.6%

36.9%

17.5%

5.1%

6.9%

23.5%

4.1%

2.8%

2.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が

少ない（いない）ため、出会いの機会がほとんどない

同世代の未婚者は周囲にいるが、

自分が求める条件に見合う相手がいない

結婚に結びつかないような相手ばかり

好きになってしまう

好きな人はいるが、交際に発展しない

そもそも人を好きになったり、

結婚相手として意識することが（ほとんど）ない

交際に至っても、仕事の都合等で、

結婚することが考えられない

その他

答えたくない

無回答

男性・R5県調査(N=161)

女性・R5県調査(N=217)

56.1% 43.9%

59.1% 40.8%

68.8% 31.2%

51.6% 48.4%

39.0% 60.9%

51.5% 48.5%

65.1% 35.0%

39.8% 60.2%

そう
思う
計

そう思
わない
計

25.7%

30.4%

34.0%

14.3%

14.8%

20.5%

30.1%

8.7%

30.4%

28.7%

34.8%

37.3%

24.2%

31.0%

35.0%

31.1%

17.0%

18.2%

13.9%

30.0%

21.0%

24.7%

15.9%

31.1%

26.9%

22.6%

17.3%

18.4%

39.9%

23.8%

19.1%

29.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=405)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・H25県調査

(N=382)

男性・R3全国調査

(N=2,010)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=458)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,024)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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図表 男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

 

 
図表 結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

 

  

53.3% 46.6%

63.9% 36.0%

72.5% 27.5%

61.4% 38.6%

40.7% 59.4%

56.7% 43.4%

69.6% 30.4%

48.0% 51.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

18.6%

30.6%

35.1%

16.9%

10.8%

24.0%

29.9%

9.8%

34.7%

33.3%

37.4%

44.5%

29.9%

32.7%

39.7%

38.2%

20.3%

18.2%

14.3%

25.4%

25.7%

22.0%

15.3%

31.1%

26.3%

17.8%

13.2%

13.2%

33.7%

21.4%

15.1%

20.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=385)

男性・R3全国調査

(N=2,004)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,030)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

15.2% 84.9%

26.9% 73.1%

37.9% 62.0%

19.7% 80.2%

11.2% 88.7%

30.5% 69.5%

41.4% 58.7%

12.2% 87.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

3.5%

6.7%

7.5%

3.1%

1.6%

4.8%

8.0%

1.2%

11.7%

20.2%

30.4%

16.6%

9.6%

25.7%

33.4%

11.0%

29.8%

30.3%

30.1%

42.1%

26.7%

30.3%

28.5%

36.2%

55.1%

42.8%

31.9%

38.1%

62.0%

39.2%

30.2%

51.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=385)

男性・R3全国調査

(N=2,004)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=527)

女性・R3全国調査

(N=2,027)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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図表 結婚相手を決める際に重視すること【男性】 

 

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

 

 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること【女性】 

 

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

 

  

8.3%

85.0%

69.4%

45.1%

71.5%

49.2%

11.4%

23.3%

44.6%

22.8%

38.3%

1.0%

4.1%

6.7%

2.6%

4.1%

2.6%

3.1%

3.6%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①相手の経済力

②相手の性格

③自分の仕事や生き方

に対する理解と協力

④家事・育児に対する

能力や姿勢

⑤価値観が合うこと

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

52.7%

95.3%

77.5%

66.7%

82.6%

41.1%

3.9%

21.3%

29.8%

15.5%

5.8%

0.4%

1.2%

3.1%

1.6%

0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①相手の経済力

②相手の性格

③自分の仕事や生き方

に対する理解と協力

④家事・育児に対する

能力や姿勢

⑤価値観が合うこと

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答
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７ 子育て施策 
  

〇 夫婦ともに奈良県の子育て環境を約６割が評価している。 

 

〇 評価理由は「緑が多いなど自然環境がよいから」「買物など日常の生活環境が整っているから」などが

上位で、非評価者は「子育て支援サービスが充実していないから」などが理由。 

 

〇 奈良県の子育て施策は概ね前回調査より評価が上昇している。ただし、「所得の向上」や「男性の育児休

業・休暇取得の推進」「働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上」に満足していない割合が８割以

上に上る。 

 

〇 前回調査から男性の育児休暇・休業をとった方がいいと思う割合は夫婦ともに 10 ポイント以上上昇し

ており、男性 65.1％、女性は56.2％。 

 

〇 男性の育児休暇・休業促進にあたり、「職場の理解を増進し、取得できる雰囲気を醸成すること」「育児

休暇・休業中の給与を維持する制度」「同僚職員への負担軽減」を求める割合は 5割以上。 

 

 

 

 

図表 奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところか 

 

 

 

 

  

66.2%

62.1%

60.8%

62.6%

30.9%

31.0%

36.9%

34.8%

2.9%

6.9%

2.4%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=272)

夫・H30県調査

(N=203)

妻・R5県調査

(N=803)

妻・H30県調査

(N=1,060)

はい いいえ 無回答
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図表 結婚して子どもを生み育てやすいと思う理由 

 

 

 

※「子育て支援サービスが充実しているから」「地域のつながりを感じられるから」は今回調査からの新規項目 

※ H30 県調査では無回答の掲載なし 

  

61.1%

42.2%

22.8%

20.6%

25.0%

8.3%

13.9%

3.9%

64.4%

20.0%

4.4%

0.6%

52.4%

28.6%

23.0%

18.3%

34.9%

14.3%

5.6%

69.0%

4.0%

58.8%

39.3%

23.0%

17.4%

23.2%

7.6%

16.0%

3.1%

70.9%

15.8%

2.7%

0.4%

59.6%

34.2%

23.6%

14.9%

20.6%

9.5%

7.4%

68.4%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

買物など日常の生活環境が

整っているから

通勤・通学に便利だから

教育環境が充実しているから

医療が充実しているから

家賃など住居費が安いから

治安を守るための対策が十分だから

子育て支援サービスが

充実しているから

福祉サービスが充実しているから

緑が多いなど自然環境がよいから

地域のつながりを感じられるから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=180)

夫・H30県調査(N=126)

妻・R5県調査(N=488)

妻・H30県調査(N=664)
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図表 結婚して子どもを生み育てやすいと思わない理由 

 
※「子育て支援サービスが充実していないから」「地域のつながりを感じられないから」は今回調査からの新規項目 

※H30 県調査は無回答掲載なし 
※前回は、「子育て支援サービスが充実していないから」「地域のつながりを感じられないから」はなし

※前回は無回答掲載なし

28.6%

54.8%

52.4%

26.2%

8.3%

14.3%

64.3%

33.3%

7.1%

16.7%

15.5%

1.2%

19.0%

49.2%

38.1%

55.6%

17.5%

7.9%

47.6%

4.8%

12.7%

26.7%

49.3%

37.8%

30.7%

12.5%

11.8%

64.5%

30.7%

6.4%

13.5%

15.2%

0.7%

23.8%

42.0%

52.0%

48.0%

13.8%

17.3%

52.6%

6.8%

21.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

買物など日常の生活環境が

整っていないから

通勤・通学に不便だから

教育環境が充実していないから

医療が充実していないから

家賃など住居費が高いから

治安を守るための

対策が不十分だから

子育て支援サービスが

充実していないから

福祉サービスが充実していないから

緑が少ないなど

自然環境がよくないから

地域のつながりを感じられないから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=84)

夫・H30県調査(N=63)

妻・R5県調査(N=296)

妻・H30県調査(N=369)
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図表 子育て支援に関する満足度 

 

 
  

(N=959)

26.6% 71.0%

52.0% 45.2%

51.2% 45.7%

45.8% 51.3%

12.6% 82.9%

17.6% 77.6%

20.1% 74.7%

34.2% 62.2%

33.6% 63.9%

39.8% 56.6%

33.8% 62.5%

8.4% 88.5%

55.1% 42.5%

30.2% 65.0%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

1.6%

6.4%

6.2%

4.4%

1.0%

1.0%

1.3%

3.1%

3.0%

3.8%

2.8%

0.7%

10.7%

2.5%

25.0%

45.6%

45.0%

41.4%

11.6%

16.6%

18.8%

31.1%

30.6%

36.0%

31.0%

7.7%

44.4%

27.7%

47.3%

35.8%

35.9%

38.1%

39.6%

48.2%

51.2%

41.7%

36.8%

43.5%

46.3%

42.6%

31.4%

47.4%

23.7%

9.4%

9.8%

13.2%

43.3%

29.4%

23.5%

20.5%

27.1%

13.1%

16.2%

45.9%

11.1%

17.6%

2.4%

2.9%

3.1%

2.9%

4.5%

4.8%

5.3%

3.5%

2.5%

3.6%

3.8%

3.0%

2.4%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①子育てにかかる経済的支援

②保育所等の保育サービスの充実

③親子の仲間づくり

④気軽に相談ができる場所づくり

⑤男性の育児休業・休暇取得の推進

⑥働き方改革の推進・

ワークライフバランスの向上

⑦出産・子育て後、再就職を

希望する者に対する支援

⑧子育てしやすい住宅施策

⑨地域の遊び場の充実

⑩自然・社会体験、ボランティア、

スポーツ活動など子どものための事業

⑪子育てについて相談できる

地域サポーターの存在

⑫所得の向上

⑬子どもに対する医療制度の充実

⑭産後ケアに関する制度の拡充

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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図表 父親が育児休暇・休業をとることについての考え 

 

 

 
図表 男性の仕事と子育ての両立可否別・男性が育児休暇を取得しやすくするために必要な施策 

 

 

  

65.1%

54.7%

56.2%

45.8%

7.0%

13.8%

6.5%

10.9%

27.6%

31.0%

36.7%

42.5%

0.4%

0.5%

0.6%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=272)

夫・H30県調査

(N=203)

妻・R5県調査

(N=803)

妻・H30県調査

(N=1,060)

思う 思わない どちらとも言えない 無回答

75.4%

24.5%

43.2%

22.3%

61.6%

27.7%

37.9%

57.9%

6.8%

1.7%

75.4%

26.2%

46.1%

23.5%

62.4%

29.0%

39.0%

58.8%

5.0%

1.4%

74.3%

28.7%

47.9%

24.9%

67.4%

33.7%

41.0%

55.9%

6.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

職場の理解を増進し、

取得できる雰囲気を醸成すること

職場における育休取得率の

目標設定に関する制度

育休取得者以外の職場メンバーのモチベーションを

向上させる制度（例えば、周囲の職員への

手当支給や業績評価への反映など）

男性の育児参画促進に関する啓発

（行政や民間組織などから県民へ発信）

育児休暇・休業中の給与を維持する制度

女性の給与等処遇の改善

代替職員に関する支援制度の創設・拡充

同僚職員への負担軽減

その他

無回答

全体(N=1,108)

両立できる(N=362)

両立できない(N=261)
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本編 

１ 調査の目的 

県民の結婚や子どもを持つこと、子育てに関する意識や現状を把握し、奈良県において子どもを生み育

てやすい環境づくりを進める取組を検討するための基礎資料を得ることを目的に実施した。 

 

２ 調査の実施概要 

（１）調査対象 

・夫婦調査：令和５年９月１日現在で結婚している 50 歳未満の男女（届出の有無を問わない） 

・独身者調査：令和５年９月１日現在で 18 歳以上 50 歳未満の独身の男女  

 

（２）調査項目 

夫婦調査、独身者調査のいずれも、平成 30 年に実施した「奈良県結婚・子育て実態調査」の項目をベ

ースに、社会情勢の変化等を鑑み、一部の項目を削除し、新たな項目を追加して作成。 

 

①夫婦調査（48 項目） 

 

 就労に関すること 

 夫婦の出会いと結婚について 

 妊娠・出産に関すること 

 子育ての手助けの有無や支援制度の利用に関すること 

 子どもを持つことについての考え 

 出産や子育ての不安感・負担感に関すること 

 重要と考える子育て支援策に関すること等 

 

 

②独身者調査（24 項目） 

 

 就労に関すること 

 結婚や独身生活、子どもを持つこと等についての考え 

 子育てに関するイメージ等 

 

 

（３）調査方法 

郵送法 

夫婦調査用・独身者調査用の２種類の調査票を送付し、調査対象者に調査票を選択の上、回答及び返送

を依頼した。 

 

 

（４）抽出方法 

県内市町村から 378 地点を系統抽出し、当該地点内から選挙人名簿に基づく無作為抽出により上記の調

査対象に該当する方を選定。 

 

  



24 

 

（５）調査期間 

令和５年 9 月 15 日～令和６年 1 月 26 日 

※回収目標数に達しなかったため、調査期間を延長して実施した。 

 

（６）回収結果 

 配布数 送達不能数 回収数 無効票 有効回答数 有効回答率 

夫婦調査 
7,500 108 

1,124 16 1,108 14.8％ 

独身者調査 933 21 912 12.2％ 

※発送時には調査対象者の婚姻状況が不明であるため、各調査の有効回答率は配布全数から算出した。 

 

（７）報告書及び概要版について 

①当報告書は、「奈良県結婚・子育て実態調査」の概要版のため、主な調査結果に絞り掲載している。 

また、年齢などにより回答者の対象範囲を限定して、本県が過去に実施した調査や全国調査（出生動

向基本調査：国立社会保障・人口問題研究所）と比較することにより、調査結果の特徴を表している。

別途作成する調査報告書においては、全ての回答結果を掲載する。 

②今回調査と平成 30 年の調査方法は郵送法であり、訪問留置調査を実施した平成 25 年の県調査及び令

和３年の全国調査結果とは方法が異なるため、結果の単純比較はできないが、本調査目的を達成する

ための参考データとして、比較結果を有効活用する。 

③平成25年の夫婦調査は妻のみを回答の対象としているが、前回調査から夫も回答の対象としている。 

 

（８）調査結果の表示方法 

①設問ごとの集計母数は、グラフ中に「Ｎ＝＊＊＊」と表記し、クロス集計のグラフ・図表では、集計

区分ごとの集計母数を「Ｎ＝＊＊＊」と表記している。 

②集計結果の百分率（％）は、小数点第２位を四捨五入した値を表記している。このため、単数回答設

問の選択肢ごとの構成比の見かけ上の合計が 100.0％にならない場合がある。 

③複数回答設問では、当該設問に回答すべき回答者数を母数として選択肢ごとにそれぞれ構成比を求め

ている。そのため、構成比の合計は通常 100.0％にはならない。 

④本文中の「今回調査」及び図表中の表記における「R5 県調査」は、本調査の結果を表している。また、

本調査は、質問項目により次の調査結果と比較を行っている。 

 

調査名称 本文・図表の表記 調査の実施概要 

奈良県結婚・子

育て実態調査 

前回調査、H30 県調査 ○平成 30 年度実施（奈良県） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：奈良県内に居住する 50 歳未満

の夫婦 3,978 人 

②独身者調査：奈良県内に居住する 18 歳以

上 50 歳未満の独身男女 3,978 人 

○調査方法 

訪問留置調査 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：1,313 人（32.9％） 

②独身者調査：777 人（19.5％） 

奈良県子育て

実態調査 

前々回調査、H25 県調査 ○平成 25 年度実施（奈良県） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：奈良県内に居住する妻の年齢

50 歳未満の夫婦（回答者は妻）2,115 人 

②独身者調査：奈良県内に居住する 18 歳以

上 50 歳未満の独身男女 1,822 人 

○調査方法 
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訪問留置調査 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：1,884 人（89.1％） 

②独身者調査：1,591 人（87.3％） 

第 16 回出生動

向基本調査 

全国調査、R3 全国調査 令和３年度実施（国立社会保障・人口問題研究

所） 

○調査対象（数） 

①夫婦調査：年齢 50 歳未満の有配偶女性

9,401 人 

②独身者調査：18 歳以上 50 歳未満の独身男

女 14,011 人 

○調査方法 

配票自計、密封回収方式 

○回収結果（回収率） 

①夫婦調査：6,834 人（72.7％） 

②独身者調査：7,826 人（55.9％） 

なお、調査の年度等の記載の無い図表は今回の調査結果である。 

⑤全国調査や前回調査結果との比較をする図表については、対象を同一にして比較する必要があるため、

原則、今回調査の対象を絞って集計している。 

⑥今回調査と平成 30 年の調査方法は郵送法であり、訪問留置調査を実施した平成 25 年の県調査及び令

和３年の全国調査結果とは方法が異なるため、結果の単純比較はできないが、本調査目的を達成する

ための参考データとして、比較結果を有効活用する。 

⑦平成25年の夫婦調査は妻のみを回答の対象としているが、前回調査から夫も回答の対象としている。 

⑧独身者調査では、結婚経験のない者を「未婚者」として表記している。 
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３ 回答者の属性 

（１）夫婦調査 

 

① 回答者 男女比 

 

図表 回答者 

 

 

※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

 

 

② 夫婦の年齢 

 

図表 夫の年齢 

 

 

 

図表 妻の年齢 

 

 

 

  

24.5%

72.5%

3.0%

17.1%

79.6%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

夫

妻

無回答
R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

0.1%

0.4%

0.2%

0.8%

4.7%

3.2%

4.6%

10.7%

10.6%

12.6%

17.9%

17.5%

22.0%

18.4%

21.6%

23.7%

21.5%

21.6%

18.1%

6.8%

6.8%

10.1%

19.7%

18.5%

8.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

0.2%

0.7%

0.4%

1.3%

6.6%

5.1%

7.1%

15.0%

15.9%

16.8%

21.4%

22.1%

25.2%

20.8%

25.5%

24.5%

22.2%

25.3%

18.6%

1.4%

0.8%

11.9%

5.0%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

夫 

妻 
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③ 家族構成 

図表 家族構成 

 

 

 

 

④ 現在の妻の就労状況 

 

図表 現在の就労状況（妻） 

 

 

 

（２）独身者調査 

 

① 回答者 男女比 

図表 性別 

 

  

12.3%

10.0%

6.5%

70.8%

67.5%

66.9%

7.8%

7.6%

8.6%

3.0%

3.4%

4.2%

6.2%

11.5%

13.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

夫婦のみ 夫婦と子ども
夫婦と子どもと

夫の親

夫婦と子どもと

妻の親
その他・無回答

34.2%

23.6%

13.7%

28.9%

32.8%

26.1%

4.6%

3.4%

2.7%

5.1%

1.8%

2.0%

2.3%

3.4%

5.7%

19.0%

30.2%

41.5%

0.3%

0.1%

0.4%

5.5%

4.8%

7.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

44.7%

39.2%

43.9%

55.0%

60.4%

55.5%

0.2%

0.4%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=912)

H30県調査(N=768)

H25県調査(N=1,591)

男性 女性 無回答
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② 年齢構成 

図表 年齢構成 

 

 

③ 現在の就労状況 

 

図表 就労形態  現在 

 

※R3 全国調査は「自営業主・家族従業者」が１項目にまとめられている 

※「その他就労」は R3 全国調査のみ 

 

  

6.9%

8.0%

11.7%

5.2%

4.3%

8.9%

24.5%

22.6%

24.8%

24.9%

26.7%

27.5%

15.0%

15.6%

19.2%

18.1%

21.8%

20.5%

13.5%

14.6%

14.8%

12.4%

12.5%

12.8%

12.7%

15.0%

10.7%

10.6%

10.1%

11.0%

13.5%

12.3%

9.5%

11.4%

12.9%

9.9%

11.8%

11.6%

5.6%

13.7%

11.2%

5.9%

2.2%

0.3%

3.7%

3.8%

0.4%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・H30県調査(N=301)

男性・H25県調査(N=698)

女性・R5県調査(N=502)

女性・H30県調査(N=464)

女性・H25県調査(N=883)

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答

※全国調査は「自営業主・家族従業者」が１項目にまとめられている。

※「その他就労」は全国調査のみ

46.1%

47.2%

50.8%

48.6%

44.0%

46.7%

8.3%

5.6%

7.6%

10.6%

11.9%

11.4%

5.4%

7.0%

4.7%

6.6%

8.8%

5.6%

4.7%

5.0%

3.0%

3.8%

2.4%

1.6%

2.0%

0.3%

0.6%

1.3%

8.6%

7.3%

6.6%

7.4%

6.9%

6.5%

20.8%

19.6%

23.4%

16.7%

18.5%

24.5%

2.4%

2.0%

4.2%

8.0%

1.6%

5.8%

6.3%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=408)

男性・H30県調査(N=301)

男性・R3全国調査(N=2,033)

女性・R5県調査(N=502)

女性・H30県調査(N=464)

女性・R3全国調査(N=2,053)

正規

職員

ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約

社員

自営業

主

家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

その他

就労
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④ 親との同居状況 

 

図表 親との同居/別居 

 

 

  

76.0%

76.0%

79.4%

21.2%

21.9%

16.7%

1.1%

0.9%

1.3%

1.8%

1.2%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=912)

H30県調査(N=768)

H25県調査(N=1,591)

親と

同居している

親と離れて

（別居して）

生活している

すでに

亡くなった
無回答
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４ 調査結果の概要 

（１）子どもの数等について 

 

結果のポイント 
  

〇 理想の子どもの人数の平均は2.33人に対し、予定している子どもの数の平均は 2.10 人。 

理想と予定の差は前回調査から縮まっているものの、理想の子どもの数がゆるやかに減少。 

〇 理想の子どもの人数を持たない理由の一位は「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」で、その要因

は塾や習い事を含めた教育費である。夫婦ともに正規職・自営業世帯でも「子育てや教育にお金がかか

りすぎるから」が理由の上位となっており、共働きによる経済的優位がうかがえない。 

〇 理想より予定している子どもの人数が少ない夫婦は夫が結婚、出産、子育てと仕事の両立がしにくい

職場である割合が高め。 

 

① 理想の子どもの数と予定の子どもの数 

理想の子どもの人数の平均は 2.33 人だが、予定している子どもの数の平均は 2.10 人で、その差は 0.23

人となっている。前回調査の差（0.32 人）と比べると、やや差は縮まっているが、理想の子どもの数がゆ

るやかに減少している。 

 

図表 理想・予定・現在の子どもの平均人数 

 

 
 

 

  

理想
子ども数
(N=1,108)

予定
子ども数
(N=1,068)

理想
子ども数
(N=967)

予定
子ども数
(N=852)

理想
子ども数
(N=1,474)

予定
子ども数
(N=1,266)

理想
子ども数
(N=5,482)

予定
子ども数
(N=5,482)

2.33

1.76

2.35

1.79

2.42
1.98

2.25

1.72

0.34 0.25
0.24

0.29

2.10 2.03
2.22

2.01

0.0人

0.5人

1.0人

1.5人

2.0人

2.5人

3.0人

理想子ども数 現在の子ども数 今後予定の子ども数

【R5県調査】 【H30県調査】 【H25県調査】 【R3全国調査】
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② 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由 

予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由をみると、「子育てや教育にお金がかかりす

ぎるから」が 57.7％で最も多く、次いで、「高年齢で生むのはいやだから」が 30.9％、「欲しいけれども

できないから」が 21.8％となっている。 

前回調査と同様に、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も多く、前回から 7.1 ポイント上

昇している。また、「これ以上、育児の心理的、肉体的不安に耐えられないから」「自分の仕事（勤めや家

業）に差し支えるから」「自分や夫婦の生活を大切にしたいから」は、前々回から増加傾向がみられる。 

 

図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（複数回答）（初婚同士） 

 

 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では「パートナー」ではなく「夫」であった 

※H30 県調査、H25 県調査、R3 全国調査では無回答の掲載なし 

  

57.7%

12.3%

15.9%

5.5%

9.1%

30.9%

20.5%

15.9%

21.8%

8.6%

11.4%

3.2%

9.1%

5.9%

50.6%

8.4%

12.9%

6.0%

6.4%

30.1%

14.9%

15.7%

22.1%

12.0%

7.2%

6.0%

7.2%

56.1%

10.6%

9.9%

4.6%

5.3%

35.6%

12.5%

16.8%

13.2%

8.3%

8.3%

5.6%

8.6%

41.0%

7.2%

12.5%

4.4%

5.9%

34.1%

17.8%

14.6%

22.2%

9.1%

6.8%

4.7%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

無回答

R5県調査(N=220)

H30県調査(N=249)

H25県調査(N=303)

R3全国調査(N=1,315)
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②-１ 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（就業状況別） 

夫婦の就業状況別に予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由をみると、就業状況を問

わず「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も多い。夫婦ともに正規職・自営業世帯では次いで、

「高年齢で生むのはいやだから」が 29.7％、「自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから」が 21.6％と

なっている。正規職・自営業×非正規職世帯では次いで「欲しいけれどもできないから」が 29.2％、「高年

齢で生むのはいやだから」が 27.1％となっている。正規職・自営業×無職世帯では次いで「これ以上、育

児の心理的、肉体的不安に耐えられないから」が 26.2％、「高年齢で生むのはいやだから」が 24.6％とな

っている。 

他の層と比較して高くなっているのは、夫婦ともに正規職・自営業世帯では「自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから」、正規職・自営業×非正規職世帯では「パートナーの家事・育児への協力が得られない

から」、正規職・自営業×無職世帯では「これ以上、育児の心理的、肉体的不安に耐えられないから」の割

合である。 

 

図表 実際に持つ子どもの人数が理想の人数より少ない理由（複数回答） 

 

  

60.4%

16.2%

21.6%

6.3%

11.7%

29.7%

18.9%

14.4%

18.0%

4.5%

13.5%

3.6%

9.0%

8.1%

54.2%

12.5%

13.5%

7.3%

7.3%

27.1%

17.7%

14.6%

29.2%

13.5%

8.3%

5.2%

8.3%

5.2%

56.9%

10.8%

4.6%

4.6%

7.7%

24.6%

26.2%

16.9%

13.8%

1.5%

9.2%

1.5%

12.3%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育に

お金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）

に差し支えるから

子どもがのびのび育つ

環境ではないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高年齢で生むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、

肉体的不安に耐えられないから

健康上の理由から

欲しいけれどもできないから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

パートナーが望まないから

末子がパートナーの定年退職

までに成人してほしいから

その他

無回答

ともに正規職・自営業(N=111)

正規職・自営業×非正規職(N=96)

正規職・自営業×無職(N=65)
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③ 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因 

子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因をみると、「大学教育にかかる費用」が 85.5％で最も

多く、次いで、「塾や習い事にかかる費用」が 79.9％、「高等学校教育にかかる費用」が 68.2％となって

いる。 

前回調査と比べると、「大学教育にかかる費用」が最も多い点は同様だが、ポイントは 6.1 ポイント低

下しており、前回はなかった「塾や習い事にかかる費用」が高い割合となっている。また、「出産にかかる

費用」が 10.1 ポイント、「衣食住にかかる費用」が 8.6 ポイント上昇している。 

 

図表 子育てや教育にお金がかかりすぎると考える要因 

 

 

※「子育てサービス（一時預かり・ベビーシッターなど）にかかる費用」「塾や習い事にかかる費用」は今回調査からの新規項

目 

※ H30 県調査では無回答の掲載なし 

 

④ あなたの職場は、男性が結婚・出産・子育てと仕事との両立ができるか 

男性が結婚、出産、子育て（育休等）と仕事の両立ができる職場かどうかについては、「はい」が 42.7％、

「いいえ」が 30.8％で、「はい」の方が多い。「どちらとも言えない」も 21.1％みられた。 

理想の子どもの人数と現実の子どもの人数とのギャップ別にみると、理想より人数が少ないほど、両立

のしにくい職場であることがわかる。 

 

図表 あなたの職場は、男性が結婚・出産・子育てと仕事との両立ができるか 

  

34.1%

63.7%

23.5%

25.1%

79.9%

41.3%

38.0%

68.2%

85.5%

7.3%

0.0%

24.0%

55.1%

29.9%

41.3%

41.9%

70.7%

91.6%

19.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

出産にかかる費用

衣食住にかかる費用

医療にかかる費用

子育てサービス（一時預かり・

ベビーシッターなど）にかかる費用

塾や習い事にかかる費用

保育所・認定こども園・

幼稚園などにかかる費用

小学校・中学校教育にかかる費用

高等学校教育にかかる費用

大学教育にかかる費用

その他

無回答

R5県調査(N=179)

H30県調査(N=167)

42.7%

36.1%

45.3%

46.9%

30.8%

37.0%

27.9%

25.0%

21.1%

21.4%

22.2%

18.8%

5.3%

5.5%

4.6%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=847)

理想より少ない(N=238)

理想通り(N=477)

理想より多い(N=32)

はい いいえ
どちらとも

言えない
無回答

理
想
的
な
子
ど
も
の

人
数
×
現
実
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（２）子育てに対する不安感・負担感 

 

結果のポイント 
  

〇 ６歳未満の子どもがいる家庭の子育てにおける不安感・負担感は夫婦ともに増加傾向。妻は夫より身

体的・体力的な不安感・負担感、夫は妻より心理的・精神的、金銭的・経済的な不安感・負担感を感じて

いる割合が高い。 

〇 出産前後の時期別ではすべての時期において妻の不安感・負担感が夫に比べて高く、特に「出産直前・

直後」は夫婦間の不安感・負担感のギャップが増大している。 

〇 男女ともに子育てにおける不安点は「子どもの成長や健康への悩みや不安」の割合が最も高い。夫婦間

の意識の差が大きいもののうち、夫の方が高いものが「しつけの仕方がわからない」「子育てに十分な

時間がとれない」、妻の方が割合が高いものが「自分の自由な時間がない」「パートナー（夫または妻）が 

家事や育児に協力的でない」である。 

 

 

① 子育ての負担感 

 

 ①-１ 子育ての身体的・体力的な不安感・負担感 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 14.4％、妻で 16.2％と大きな差はみられないが、感じる計で

みると、夫が 54.2％、妻が 58.1％と、妻の方が 3.9 ポイント高くなっており、妻の方がより子育ての身

体的・体力的な不安・負担を感じている。 

前回調査と比べると、夫では「まったくそう感じる」が 8.3 ポイント、感じる計が 16.4 ポイントと、

ともに上昇している。妻では、感じる計が前々回調査から上昇傾向で、前回調査から 3.9 ポイント上昇し

ている。 

 

図表 身体的・体力的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

 

  

54.2% 45.8%

37.8% 59.7%

58.1% 41.5%

54.2% 45.5%

50.4% 45.9%

感じる
計

感じな
い計

14.4%

6.1%

16.2%

12.7%

14.8%

39.8%

31.7%

41.9%

41.5%

35.6%

31.4%

39.0%

29.2%

28.6%

30.9%

14.4%

20.7%

12.3%

16.9%

15.0%

2.4%

0.4%

0.2%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答
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 ①-２ 子育ての心理的・精神的な不安感・負担感 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 11.0％、妻で 14.1％と妻の方が 3.1 ポイント高いが、感じる

計でみると、夫が 53.4％、妻が 47.9％と、夫の方が 5.5 ポイント高くなっている。 

前回調査と比べると、夫では「まったくそう感じる」が 3.7 ポイント、感じる計が 14.4 ポイントと、

ともに上昇している。妻では、前回調査と比べるとやや減少している。 

 

図表 心理的・精神的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

 

 ①-３ 子育ての金銭的・経済的な不安感・負担感 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 35.6％、妻で 32.4％と夫の方が 3.2 ポイント高く、感じる計

でみても、夫が 77.1％、妻が 69.0％と、夫の方が 8.1 ポイント高くなっており、夫の方がより子育ての

金銭的・経済的な不安・負担を感じている。 

前回調査と比べると、夫では「まったくそう感じる」が 18.5 ポイント、感じる計が 19.8 ポイントと、

ともに大きく上昇している。妻でも、「まったくそう感じる」が 14.3 ポイント、感じる計が 12.4 ポイン

トと、ともに大きく上昇している。 

 

図表 金銭的・経済的な不安感・負担感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 
※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

  

53.4% 46.6%

39.0% 58.5%

47.9% 51.7%

49.8% 50.0%

46.0% 50.2%

感じる
計

感じな
い計

11.0%

7.3%

14.1%

12.9%

13.3%

42.4%

31.7%

33.8%

36.9%

32.7%

30.5%

40.2%

35.2%

32.2%

33.9%

16.1%

18.3%

16.5%

17.8%

16.3%

2.4%

0.4%

0.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答

77.1% 22.0%

57.3% 40.2%

69.0% 29.9%

56.6% 42.0%

69.6% 27.0%

感じる
計

感じな
い計

35.6%

17.1%

32.4%

18.1%

24.8%

41.5%

40.2%

36.6%

38.5%

44.8%

16.1%

25.6%

19.7%

29.6%

19.6%

5.9%

14.6%

10.2%

12.4%

7.4%

0.8%

2.4%

1.1%

1.4%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答
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② 各時期の子育てに対する不安感・負担感 

「とても不安」と「少し不安」の割合を合計（＝不安計）すると、夫では「新生児期～生後 11 ヶ月」が

74.4％で最も多く、次いで、「出産直前・直後」が 72.7％となっている。妻では「出産直前・直後」が 84.5％

で最も多く、次いで、「新生児期～生後 11 ヶ月」が 83.8％となっている。いずれも、子どもの年齢が大き

くなるほど、不安計は低下していく。 

夫と妻を比べると、不安計の割合は、どの時期でも妻の方が高く、「出産直前・直後」で 11.8 ポイント、

「２歳」で 9.5 ポイントの差がみられた。 

 

図表 各時期の子育てに対する不安感・負担感・夫 

 

 

 

図表 各時期の子育てに対する不安感・負担感・妻 

 

 

 

  

(N=238)

69.4%

72.7%

74.4%

64.3%

55.0%

47.9%

不安計

24.4%

30.7%

30.3%

16.0%

12.6%

14.7%

45.0%

42.0%

44.1%

48.3%

42.4%

33.2%

30.7%

27.3%

25.2%

30.7%

37.0%

39.9%

0.4%

5.0%

8.0%

12.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①妊娠期

②出産直前・直後

③新生児期～

生後11ヶ月

④１歳

⑤２歳

⑥３～５歳

とても不安 少し不安 不安はなかった 無回答

(N=702)

77.6%

84.5%

83.8%

70.3%

64.5%

56.4%

不安計

28.2%

37.9%

38.2%

21.2%

17.8%

12.1%

49.4%

46.6%

45.6%

49.1%

46.7%

44.3%

22.2%

15.4%

15.8%

25.8%

28.1%

31.8%

0.1%

0.1%

0.4%

3.8%

7.4%

11.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①妊娠期

②出産直前・直後

③新生児期～

生後11ヶ月

④１歳

⑤２歳

⑥３～５歳

とても不安 少し不安 不安はなかった 無回答
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③ 子育てに関する不安や悩み 

子育ての不安や悩みをみると、夫では、「子どもの成長や健康への悩みや不安」が 46.2％で最も多く、

「出産や育児に費用がかかりすぎる」が 44.1％、「しつけの仕方がわからない」が 34.0％で続いている。

妻では、「子どもの成長や健康への悩みや不安」が46.0％で最も多く、「自分の自由な時間がない」が42.3％、

「出産や育児に費用がかかりすぎる」が 41.3％となっている。 

夫と妻を比べると、夫は「しつけの仕方がわからない」が 4.7 ポイント、「子育てに十分な時間がとれ

ない」が 4.2 ポイント妻より高く、妻は「自分の自由な時間がない」が 13.7 ポイント、「パートナー（夫

または妻）が家事や育児に協力的でない」が 9.2 ポイント夫より高くなっている。 

 

図表 子育てに関する不安や悩み 

 

 

 

  

34.0%

46.2%

27.7%

11.3%

28.6%

19.3%

26.9%

44.1%

5.0%

8.0%

18.5%

7.6%

6.7%

6.7%

9.2%

2.1%

29.3%

46.0%

23.5%

11.4%

42.3%

21.9%

25.4%

41.3%

14.2%

13.4%

15.0%

8.7%

6.6%

5.7%

6.1%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

しつけの仕方がわからない

子どもの成長や健康への悩みや不安

子育てに十分な時間がとれない

子育てに関して家族の方針が合わない

自分の自由な時間がない

子ども連れの親子が利用しにくい

場所が多い（飲食店・交通機関など）

安全な遊び場がない

出産や育児に費用がかかりすぎる

パートナー（夫または妻）が

家事や育児に協力的でない

安心して子どもを預けられるところがない

保育所・幼稚園の行事や健康診断、

予防接種などの時、仕事を休みにくい

早朝や深夜などに仕事をする場合、

子どもを預けるところがない

悩み事の相談先がわからない

その他

不安や悩みは特にない

無回答

夫(N=238)

妻(N=702)
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（３）夫婦の子育て 

 

結果のポイント 
  

〇 夫婦ともに育児・家事を積極的にする男性だと思う割合が前回調査の２割前後から４割前後まで上昇。 

〇 子育てに関する一体感は夫婦ともに９割弱で前回調査から上昇している。ただし、「まったくそう感じる」

割合は夫のほうが妻より 11.9 ポイント高くなっており、前回同様、夫が感じているほど妻は一体感を

感じられていない。 

○ 夫が育児に関わらない理由は、夫婦ともに「仕事が忙しいから」が最も割合が高いが、妻は夫に比べ「夫

が（あなたが）、育児や家事は女性がするものという考えを持っているから」「関心がないから」など夫の

意識も主要な理由としている。 

 

 

① 育児・家事を積極的にする男性だと思うか 

夫が育児や家事を積極的にする男性だと思う妻は、「思う」が 41.2％、「どちらかといえばそう思う」が

32.9％で、合計 74.1％となっている。夫が自分自身を育児や家事を積極的にする男性だと思うかどうか

は、「思う」が 35.7％、「どちらかといえばそう思う」が 43.7％で、合計 79.4％となっており、妻よりも

5.3 ポイント高くなっている。 

 

図表 育児・家事を積極的にする男性だと思うか 

 

 

※H30 県調査では質問文が『あなた（あなたの夫）はイクメン（育児を積極的にする男性）だと思いますか』である点に留意が必要

である 

 

  

35.7%

19.0%

41.2%

26.3%

43.7%

41.7%

32.9%

31.5%

19.7%

38.0%

24.9%

40.2%

0.8%

1.2%

1.0%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=238)

夫・H30県調査

(N=163)

妻・R5県調査

(N=702)

妻・H30県調査

(N=957)

思う
どちらかといえば

そう思う
思わない 無回答
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② パートナー（夫または妻）と一緒に子育てをしていると感じている 

「まったくそう感じる」の割合は、夫で 54.2％、妻で 42.3％と夫の方が 11.9 ポイント高く、感じる計

でみても、夫が 89.8％、妻が 85.3％と、夫の方が 4.5 ポイント高くなっており、一体感の感じ方に夫婦

差がみられる。 

前回調査と比べると、夫では「まったくそう感じる」が 7.9 ポイント、感じる計が 3.3 ポイントと、と

もに上昇している。妻でも、「まったくそう感じる」が 8.0 ポイント、感じる計が 7.1 ポイントと、とも

に上昇している。 

 

図表 パートナーとの子育て一体感（６歳未満の子どもがいる家庭） 

 

 

※H25 県調査の調査対象は妻のみ 

 

  

89.8% 10.1%

86.5% 11.0%

85.3% 13.4%

78.2% 21.6%

80.3% 15.9%

感じる
計

感じな
い計

54.2%

46.3%

42.3%

34.3%

40.6%

35.6%

40.2%

43.0%

43.9%

39.7%

7.6%

9.8%

9.2%

14.6%

12.2%

2.5%

1.2%

4.2%

7.0%

3.7%

2.4%

1.4%

0.2%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=118)

夫・H30県調査

(N=82)

妻・R5県調査

(N=284)

妻・H30県調査

(N=426)

妻・H25県調査

(N=761)

まったく

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じる

どちらかと

いえば

そう感じない

まったく

そう感じない
無回答
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③ 夫が育児・家事に関わらない理由 

育児・家事に関わらない夫側の理由をみると、「仕事が忙しいから」が 73.0％で最も多く、次いで、「育

児や家事のやり方が分からないから」が 24.3％となっている。一方、妻側が考える理由は、「仕事が忙し

いから」が 58.1％で最も多く、次いで、「夫が、育児や家事は女性がするものという考えを持っているか

ら」が 48.1％、「育児や家事のやり方が分からないから」が 44.4％となっている。 

夫と妻を比べると、夫は「仕事が忙しいから」が 14.9 ポイント妻より高く、妻は「夫が、育児や家事は

女性がするものという考えを持っているから」が 37.3 ポイント、「関心がないから」が 32.3 ポイント、

「夫またはあなたの親族が、育児や家事は女性がするものという考えを持っているから」が 16.1 ポイン

ト夫より高く、大きな差がみられた。 

 

図表 夫が育児・家事に関わらない理由 

 

 

 

※（ ）内は夫側の理由 

※H30 県調査では夫のみに聴取。また、無回答の掲載なし 

※「職場の理解を得られないから」は今回調査からの新規項目 

 

  

73.0%

2.7%

24.3%

8.1%

10.8%

2.7%

2.7%

5.4%

16.2%

0.0%

78.9%

7.0%

19.3%

5.3%

7.0%

3.5%

1.8%

14.0%

58.1%

35.0%

44.4%

5.0%

48.1%

6.9%

18.8%

6.3%

8.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

仕事が忙しいから

関心がないから

育児や家事のやり方が分からないから

あなたから（妻から）

やらなくてよいと言っているから

夫が（あなたが）、育児や家事は女性が

するものという考えを持っているから

あなたが（妻が）、育児や家事は女性が

するものという考えを持っているから

夫またはあなたの親族が（あなたまたは妻の親族が）、

育児や家事は女性がするものという考えを持っているから

職場での理解を得られないから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=37)

夫・H30県調査(N=57)

妻・R5県調査(N=160)
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（４）夫婦の就労状況 

 

結果のポイント 
  

〇 学校卒業後から現在にかけて妻の就労している割合は約９割から約７割まで低下、正規職員の割合は

約７割から約３割まで低下している。 

〇 ただし、前回調査と比較すると妻の現在就労している割合や正規職員の割合は前回調査より上昇して

おり、第一子出産を機に退職した割合も 5.6 ポイント低下するなど変化がうかがえる。 

〇 妻の労働時間は前回調査から増加傾向ではあるものの、依然として家計の役割は夫中心である。 

〇 末子の小学校入学を機に妻の帰宅時間は 17時以前と早くなる割合が高い。 

〇 妻の通勤時間は「30～45 分」の割合が 25.7％と最も高く、夫に比べて近隣の職場が選択されてい

る。 

 

 

① 時期別の就労状況 

時期別の就労状況をみると、妻の場合、「正規職員」は最後に学校を卒業した直後が 71.7％で最も高く、

現在に近づくにつれて割合が低くなっている。結婚直後で「無職・家事」、現在で「パート・アルバイト」

の割合が大きく上昇している。 

夫の場合、「正規職員」は、最後に学校を卒業した直後では 75.5％だが、その後はいずれも８割程とな

っている。 

 

図表 現在の就労状況（妻） 

 

 

 

図表 現在の就労状況（夫） 

 

 

 

  

34.2%

23.6%

13.7%

28.9%

32.8%

26.1%

4.6%

3.4%

2.7%

5.1%

1.8%

2.0%

2.3%

3.4%

5.7%

19.0%

30.2%

41.5%

0.3%

0.1%

0.4%

5.5%

4.8%

7.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

78.7%

78.2%

73.0%

0.8%

1.1%

0.8%

1.5%

2.1%

1.8%

10.3%

8.7%

11.4%

0.6%

1.0%

1.0%

0.9%

0.5%

1.0%

0.2%

0.1%

0.2%

6.9%

8.4%

10.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=1,108)

H30県調査(N=1,304)

H25県調査(N=1,884)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答
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図表 時期別・就労状況（妻） 

 

 

 

図表 時期別・就労状況（夫） 

 

 

(N=1,108)

71.7%

63.4%

47.0%

34.2%

13.4%

14.3%

14.9%

28.9%

5.7%

8.3%

6.0%

4.6%

0.2%

1.3%

2.1%

5.1%

0.5%

0.8%

1.6%

2.3%

1.4%

4.4%

20.8%

19.0%

1.4%

0.8%

0.8%

0.3%

5.9%

6.8%

6.8%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

e.最後に学校を

卒業した直後

f.現在の結婚を

決めたとき

g.結婚直後

h.現在

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

(N=1,108)

75.5%

81.0%

81.4%

78.7%

9.6%

1.6%

0.6%

0.8%

4.5%

3.1%

2.9%

1.5%

1.4%

4.6%

5.2%

10.3%

0.9%

1.0%

1.2%

0.6%

1.4%

0.5%

0.6%

0.9%

0.6%

0.5%

0.2%

0.2%

6.0%

7.7%

7.9%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.最後に学校を

卒業した直後

b現在の結婚を

決めたとき

c.結婚直後

d.現在

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答
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② 妻の妊娠・出産後の就労状況 

妻の妊娠・出産後の就労状況をみると、第１子妊娠時に就労している妻の割合は 77.2％で、そのうち

「正規職員」の割合が 48.1％、「パート・アルバイト」等の非正規職員の割合が 24.8％となっている。第

１子が１歳になった時には、就労している妻の割合は 45.1％まで低下し、「無職・家事」が 19.4％から

46.6％に上昇している。 

第１子出産前後の継続就業率を前回調査と比べると、52.8％から 58.4％に上昇している。 

 

図表 妻の妊娠・出産後の就労状況 

 

 

 

 

図表 第一子出産前後の妻の就労状況 

 

 

 

  

無職

48.1%

31.4%

31.5%

28.1%

28.4%

26.4%

17.7%

7.5%

13.2%

9.7%

15.2%

13.7%

7.1%

1.8%

2.2%

1.6%

2.0%

2.0%

2.3%

2.3%

2.7%

2.5%

5.1%

5.6%

2.0%

2.1%

2.5%

2.8%

2.0%

2.0%

19.4%

46.6%

44.2%

48.0%

41.6%

43.7%

0.5%

0.2%

0.5%

2.9%

8.1%

3.6%

7.2%

5.6%

6.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠が

わかったとき

(N=959)

b.第１子が１歳に

なったとき(N=959)

c.第２子の妊娠が

わかったとき

(N=669)

d.第２子が１歳に

なったとき(N=669)

e.第３子の妊娠が

わかったとき

(N=197)

f.第３子が１歳に

なったとき(N=197)

正規職員
ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

派遣・

嘱託・

契約社員

自営業主
家族

従業者

・内職

無職・

家事
学生 無回答

有職77.2% 無職19.9%

有職45.1% 無職46.8%

R5県調査
(N=959)

H30県調査
(N=1,151)

H25県調査
(N=1,490)

77.2%

45.1%

72.1%

38.1%

59.8%

23.7%

19.9%

46.8%

26.2%

55.4%

36.6%

66.8%

2.9%

8.1%

1.8%

6.5%

3.7%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

a.第１子の妊娠がわかったとき

b.第１子が１歳になったとき

有職 無職 無回答

継続就業率

45.1%/77.2%=58.4%

継続就業率

38.1%/72.1%=52.8%

継続就業率

23.7%/59.8%=39.6%
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③ １週間の平均的な労働時間 

１週間の平均的な労働時間をみると、妻では「40 時間未満」が 51.9％で最も多く、次いで、「40～50 時

間未満」が 30.7％となっている。過去の調査と比べると、「40 時間未満」の割合は減少し、「40～50 時間

未満」の割合は増加していることから、労働時間が長くなっているといえる。 

夫では、「40～50 時間未満」が 45.7％で最も多く、次いで、「50～60 時間未満」が 24.1％、「60 時間以

上」が 17.1％となっている。過去の調査と比べると、「40～50 時間未満」の割合は増加し、「50～60 時間

未満」と「60 時間以上」の割合は低下していることから、労働時間は短くなっているといえる。 

 

図表 １週間の平均的な労働時間 

 

 

④ 年間の収入 

年間の収入をみると、妻では「300 万円未満」が 56.5％で最も多く、次いで、「400～600 万円未満」が

15.6％となっている。前回調査と比べると、「300 万円未満」の割合が 7.5 ポイント低下している。 

夫では、「600 万円以上」が 36.3％で最も多く、次いで、「400～600 万円未満」が 34.3％となっている。

前回調査と比べると、「300 万円未満」が 3.7 ポイント低下している。 

 

図表 年間の収入 

 

 

  

51.9%

57.9%

62.9%

5.2%

2.8%

10.5%

30.7%

25.1%

17.5%

45.7%

36.4%

24.3%

7.1%

6.6%

3.7%

24.1%

28.7%

17.3%

1.9%

2.4%

2.6%

17.1%

24.0%

16.8%

8.4%

8.0%

13.3%

7.9%

8.1%

31.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・R5県調査

(N=833)

妻・H30県調査

(N=847)

妻・H25県調査

(N=948)

夫・R5県調査

(N=1,019)

夫・H30県調査

(N=1,187)

夫・H25県調査

(N=1,659)

40時間未満 40～50時間未満 50～60時間未満 60時間以上 無回答

56.5%

64.0%

7.8%

11.5%

14.9%

12.5%

15.2%

18.0%

15.6%

12.4%

34.3%

35.5%

6.7%

4.7%

36.3%

31.5%

6.2%

6.4%

6.4%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・R5県調査

(N=833)

妻・H30県調査

(N=847)

夫・R5県調査

(N=1,019)

夫・H30県調査

(N=1,187)

300万円未満
300～400万円

未満

400～600万円

未満
600万円以上 無回答
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⑤ 末子年齢別の平均的な帰宅時刻 

末子年齢別に平均的な帰宅時刻をみると、妻では、最も帰宅時刻が早いのは６～９歳の子どもを持つ母

親で、「17 時以前」の割合が 43.6％と最も高い。０～１歳の子どもを持つ母親では「18 時台」、２～３歳

の子どもを持つ母親では「17 時台」が最も多いが、その他の年齢の子どもを持つ母親では、いずれも「17

時以前」が最も多くなっている。13 歳以上の子どもを持つ母親では「18 時台」も 26.6％となっている。 

夫では、６～９歳、13 歳以上の子どもを持つ父親で、「21 時以降」の割合が約２割半と高くなっている。 

 

図表 末子年齢別・平均的な帰宅時刻（妻） 

 

 

 

図表 末子年齢別・平均的な帰宅時刻（夫） 

 

 

  

　6歳未満(N=289)

0～1歳(N=102)

2～3歳(N=91)

4～5歳(N=96)

　6～9歳(N=149)

　10～12歳(N=105)

　13歳以上(N=139)

25.6%

13.7%

25.3%

38.5%

43.6%

40.0%

26.6%

21.1%

16.7%

29.7%

17.7%

19.5%

19.0%

16.5%

29.1%

34.3%

27.5%

25.0%

19.5%

18.1%

26.6%

7.3%

5.9%

5.5%

10.4%

9.4%

10.5%

13.7%

1.4%

3.9%

2.0%

4.8%

5.0%

1.4%

2.0%

1.1%

1.0%

0.7%

2.9%

0.7%

14.2%

23.5%

11.0%

7.3%

5.4%

4.8%

10.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

17時以前 17時台 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答

　6歳未満(N=384)

0～1歳(N=138)

2～3歳(N=128)

4～5歳(N=118)

　6～9歳(N=189)

　10～12歳(N=124)

　13歳以上(N=156)

4.2%

4.3%

3.1%

5.1%

6.9%

5.6%

8.3%

6.3%

4.3%

6.3%

8.5%

2.6%

7.3%

3.2%

21.1%

22.5%

21.9%

18.6%

16.4%

19.4%

10.3%

26.3%

25.4%

25.0%

28.8%

23.8%

24.2%

26.3%

21.9%

20.3%

25.0%

20.3%

19.6%

22.6%

17.9%

13.5%

16.7%

11.7%

11.9%

24.3%

14.5%

25.6%

6.8%

6.5%

7.0%

6.8%

6.3%

6.5%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

17時以前 17時台 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答
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⑥ 通勤時間 

通勤時間（片道）をみると、妻では、「30～45 分未満」が 25.7％で最も多く、次いで、「15～30 分未満」

が 23.2％、「15 分未満」が 20.8％となっている。前回調査と比べると、大きな変化はみられない。 

夫では、「30～45 分未満」（23.7％）、「60～75 分未満」（21.8％）、「75 分以上」（20.3％）が２割前後で

多くなっている。前回調査と比べると、大きな変化はみられない。 

 

図表 通勤時間 

 

 

 

 

 

  

20.8%

23.5%

23.5%

10.0%

10.3%

7.2%

23.2%

27.4%

26.1%

12.1%

12.5%

11.8%

25.7%

22.6%

18.6%

23.7%

24.3%

16.2%

4.6%

5.7%

2.7%

5.1%

6.2%

3.7%

11.6%

10.6%

6.5%

21.8%

23.7%

17.2%

5.6%

5.8%

3.3%

20.3%

20.0%

14.7%

8.5%

4.5%

19.3%

7.0%

3.0%

29.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妻・R5県調査(N=833)

妻・H30県調査(N=847)

妻・H25県調査(N=948)

夫・R5県調査(N=1,019)

夫・H30県調査(N=1,187)

夫・H25県調査(N=1,659)

15分未満
15～30分

未満

30～45分

未満

45～60分

未満

60～75分

未満
75分以上 無回答
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（５）妻の就労意向 

 

結果のポイント 
  

〇 未就労の妻の約6割が今後の就労を希望しており、その内 3割弱が１年以内の就労を希望している。 

〇 就労希望者の約９割がパート・アルバイトを希望しており、「居住市町村（自宅外）」「短時間勤務ができる

仕事があること」「子どもの看護・授業参観・急病などの際に休暇を取りやすい職場であること」などが

条件となっている。 

〇 就労を希望しない理由は「子育てに専念したい」「子育ての負担が大きい」など。 

 

①  未就労の妻の就労意向 

未就労の妻の今後の就労意向をみると、「希望している（１年より先で、就労したい）」と「希望してい

る（すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい）」の合計（＝希望している計）は 60.7％、「希望

していない」が 37.9％である。 

前回調査に比べて、「希望していない」が 9.5 ポイント上昇しており、希望している計は前々回調査か

ら低下傾向となっている。 

 

図表 未就労の妻の就労意向 

 

② 希望就労形態 

就労希望のある未就労の妻の希望就労形態をみると、「パート・アルバイト」が 91.5％で最も多く、次

いで、「正規職員」が 20.8％、「派遣・嘱託・契約社員」が 16.2％となっている。 

前回調査と比較すると、「派遣・嘱託・契約社員」が 6.5 ポイント低下している。 

 

図表 希望就労形態 

 

※H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

60.7% 

60.8% 

66.4% 

希望し
ている
計

27.1%

24.7%

24.1%

33.6%

36.1%

42.3%

37.9%

28.4%

29.0%

1.4%

10.7%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R5県調査(N=214)

H30県調査(N=457)

H25県調査(N=789)

希望している

（すぐにでも、

もしくは

１年以内くらい

に就労したい）

希望している

（１年より先で、

就労したい）

希望していない 無回答

20.8%

91.5%

16.2%

3.1%

9.2%

1.5%

0.0%

19.8%

92.1%

22.7%

7.2%

12.9%

0.0%

18.1%

92.9%

17.7%

4.8%

10.7%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

正規職員

パート・アルバイト

派遣・嘱託・契約社員

自営業主・家族従業者

内職

その他

無回答

R5県調査(N=130)

H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)
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③ 希望勤務地 

就労希望のある未就労の妻の希望勤務地をみると、「居住市町村（自宅外）」が 78.5％で最も多く、次い

で、「奈良県内（居住していない市町村）」が 45.4％、「自宅」が 23.8％となっている。 

前回調査と比べると、「居住市町村（自宅外）」が 5.1 ポイント、「自宅」が 4.0 ポイント上昇し、「奈良

県外」が 5.0 ポイント低下している。 

 

図表 希望勤務地 

 

 

※H30 県調査、H25 県調査は無回答の掲載なし 

  

23.8%

78.5%

45.4%

6.9%

0.0%

19.8%

73.4%

51.8%

11.9%

12.2%

74.0%

39.7%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自宅

居住市町村（自宅外）

奈良県内

（居住していない市町村）

奈良県外

無回答

R5県調査(N=130)

H30県調査(N=278)

H25県調査(N=524)
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④ 就労条件 

未就労の妻の就労条件をみると、「短時間勤務ができる仕事があること」が 67.8％で最も多く、次いで、

「子どもの看護・授業参観・急病などの際に休暇を取りやすい職場であること」が 57.9％、「自分の知識・

能力に合う仕事があること」が 30.8％となっている。 

前回調査と比べると、「短時間勤務ができる仕事があること」が 9.6 ポイント、「自分の知識・能力を高

めることができること」が 8.2 ポイント上昇し、「パートナーの理解・協力を得られること」が 5.5 ポイ

ント低下している。 

 

図表 就労条件（妻） 

 

 

 

※「テレワークなどで柔軟に勤務することができる仕事があること」は今回調査からの新規項目 

※ H30 県調査は無回答の掲載なし 

  

19.6%

13.6%

67.8%

24.3%

57.9%

30.8%

15.0%

16.4%

6.5%

1.9%

7.0%

4.2%

21.9%

16.2%

58.2%

58.2%

31.1%

6.8%

21.9%

7.9%

3.7%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育所などの保育サービスが利用できること

放課後児童クラブが利用できること

短時間勤務ができる仕事があること

テレワークなどで柔軟に

勤務することができる仕事があること

子どもの看護・授業参観・急病などの際に

休暇を取りやすい職場であること

自分の知識・能力に合う仕事があること

自分の知識・能力を高めることができること

パートナーの理解・協力を得られること

親の理解・協力を得られること

どのような条件が整っても、

就労しようと思わない

その他

無回答

R5県調査(N=214)

H30県調査(N=457)
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⑤ 妻が就労していない理由 または 今後就労を希望しない理由 

未就労の妻の就労していない・就労を希望しない理由をみると、「子育てに専念したい」が 1.26 点で最

も多く、次いで、「子育ての負担が大きい」が 0.63 点、「希望の勤務時間に合う勤め先が見つからない」

が 0.52 点となっている。 

 

図表 妻が就労を希望しない理由 または 今後就労を希望しない理由 

 

 

 

※最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として点数換算 

  

(N=148)

0.29

0.29

0.05

0.52

0.17

0.10

0.31

0.08

0.29

0.63

0.22

0.29

0.15

0.23

1.26

0.34

0.03

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4

自宅に近い勤め先が見つからない

希望する仕事内容が見つからない

希望の給料に合う勤め先が見つからない

希望の勤務時間に合う勤め先が見つからない

希望の雇用形態に合う勤め先が見つからない

趣味など仕事以外にやりたいことがある

健康上の理由

周囲に子育てに専念するよう求められるから

経済的に働く必要がない

子育ての負担が大きい

安心して子どもを預けられるところがない

家事の負担が大きい

親や家族の介護・看護

働きたくない

子育てに専念したい

その他

特に理由はない
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（６）結婚観 

 

結果のポイント 
  

〇 結婚経験のない 20～39歳は男女とも８割程が「いずれ結婚するつもり」である。 

〇 「ある程度の年齢までには結婚するつもり」の割合は男女ともに低下傾向だが、４割強～５割弱と少な

くはない。 

〇 希望結婚年齢は男女ともに２６～30 歳の割合が最も高いが、女性は 20 代や 30 代前半を希望する

割合が男性より高い。 

〇 現在独身でいる最も多い理由は男女ともに「適当な相手にまだめぐり会わないから」だが、めぐり会わ

ない理由は「そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が少ない（いない）ため、出会いの機会がほとんど

ない」ことが挙げられている。 

〇 「生涯独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない」「男女が一緒に暮らすなら結婚するべきであ

る」と考える人は男女ともに前回調査から低下している。 

〇 「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」など役割分担意識も過去調査から低下しているも

のの、結婚相手を決める際には女性は「相手の経済力」を重視する割合が男性に比べて高い。それ以外

にも「自分の仕事や生き方に対する理解と協力」「家事・育児に対する協力と理解」を女性は男性より重

視している。 

〇 男女ともに「結婚後の生活費用」「職業や仕事上の問題」が結婚への障害となっている。 

 

 

① 独身者の結婚意欲 

結婚経験のない 20～39 歳の、結婚意欲をみると、男性では「いずれ結婚するつもり」が 79.7％となっ

ており、前回調査に比べて、変わりはない。女性では「いずれ結婚するつもり」が 85.3％となっており、

前回調査に比べて、1.9 ポイント低下している。 

 

図表 結婚意欲 

 

※集計対象：結婚経験のない 20～39 歳 

  

※集計対象：結婚経験のない20～39 歳

76.8%

79.7%

67.1%

78.6%

84.1%

87.2%

72.9%

81.5%

22.2%

17.7%

13.8%

20.2%

15.3%

9.8%

6.1%

17.5%

1.1%

2.6%

19.0%

1.2%

0.6%

3.0%

21.0%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=284)

男性・H30県調査(N=192)

男性・H25県調査(N=426)

男性・R3全国調査(N=2,110)

女性・R5県調査(N=340)

女性・H30県調査(N=296)

女性・H25県調査(N=557)

女性・R3全国調査(N=2,029)

いずれ結婚するつもり
一生結婚する

つもりはない
無回答
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② 結婚時期についての考え 

結婚経験のない 20～39 歳の、結婚時期についての考えをみると、男性では「ある程度の年齢までには

結婚するつもり」が 43.6％となっており、前回調査に比べて、6.7 ポイント低下している。 

女性では「ある程度の年齢までには結婚するつもり」が 46.2％となっており、前回調査に比べて 10.8

ポイント低下している。 

 

図表 結婚時期についての考え 

 

※集計対象：結婚経験がなく、いずれ結婚するつもりの 20～39 歳 

 

③ 希望初婚年齢 

結婚経験がなく、いずれ結婚するつもりの 20～39 歳の希望初婚年齢をみると、男女とも「26～30 歳」

が最も多く、男性で 52.8％、女性で 65.0％となっている。次いで「31～35 歳」が男性 35.3％、女性 40.6％、

「21～25 歳」が男性 16.5％、女性 25.5％となっている。 

 

図表 希望初婚年齢 

 

※集計対象：結婚経験がなく、いずれ結婚するつもりの 20～39 歳 

 

※集計対象：結婚経験のない20～39 歳

43.6%

50.3%

51.0%

47.6%

46.2%

57.0%

56.4%

44.2%

55.5%

49.7%

47.9%

50.5%

51.4%

42.6%

42.4%

54.0%

0.9%

1.0%

1.9%

2.4%

0.4%

1.2%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=218)

男性・H30県調査(N=153)

男性・H25県調査(N=286)

男性・R3全国調査(N=1,658)

女性・R5県調査(N=286)

女性・H30県調査(N=258)

女性・H25県調査(N=406)

女性・R3全国調査(N=1,653)

ある程度の年齢までには

結婚するつもり

理想的な相手が

見つかるまでは

結婚しなくてもかまわない
無回答

1.8%

16.5%

52.8%

35.3%

6.4%

1.4%

17.0%

0.5%

4.6%

2.4%

25.5%

65.0%

40.6%

7.0%

0.7%

13.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

10代～20歳

21～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41歳以上

年齢は気にしない

その他

無回答

男性・R5県調査(N=218)

女性・R5県調査(N=286)
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④ 現在独身でいる理由 

現在独身でいる理由をみると、男性では「適当な相手にまだめぐり会わないから」が 1.26 点で最も多

く、次いで「家庭をもつほどの収入がないから」が 0.76 点、「今は、仕事（または学業）にうちこみたい

から」が 0.61 点となっている。 

女性では「適当な相手にまだめぐり会わないから」が 1.39 点で最も多く、次いで「結婚する必要性を

まだ感じないから」が 0.68 点、「独身の自由さや気楽さを失いたくないから」が 0.58 点となっている。 

 

図表 現在独身でいる理由（あてはまる理由を３つ選択） 

 

※「結婚や結婚後に経済的な不安があるから」「家庭をもつほどの収入がないから」「雇用が安定していないから」は今回調査からの

新規項目 

※結婚経験のない方について、 

最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした 

 

 

 

  

※結婚経験のない方について、

※最大の理由＝３点、第二の理由＝２点、第三の理由＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした。

0.52

0.42

0.61

0.38

0.37

1.26

0.58

0.45

0.76

0.28

0.04

0.01

0.10

0.07

0.70

0.52

0.78

0.46

0.39

1.23

0.43

0.10

0.07

0.14

0.10

0.45

0.68

0.57

0.47

0.58

1.39

0.35

0.25

0.32

0.11

0.07

0.05

0.20

0.18

0.62

0.68

0.69

0.57

0.46

1.42

0.31

0.05

0.08

0.15

0.17

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 1.6

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性をまだ感じないから

今は、仕事（または学業）に

打ち込みたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

異性とうまくつき合えないから

結婚や結婚後に経済的な

不安があるから

家庭をもつほどの収入がないから

雇用が安定していないから

結婚生活のための

住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に

同意しない（だろう）から

その他

すでに結婚が決まっている

男性・R5県調査(N=281)

男性・H30県調査(N=207)

女性・R5県調査(N=368)

女性・H30県調査(N=321)
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⑤ 適当な相手にめぐり会わない理由 

適当な相手にめぐり会わない理由をみると、男女とも「そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が 

少ない（いない）ため、出会いの機会がほとんどない」が最も多く、男性で 46.0％、女性で 36.9％とな

っている。次いで「そもそも人を好きになったり、結婚相手として意識することが（ほとんど）ない」が

男性で 19.3％、女性で 23.5％となっている。 

 

図表 適当な相手にめぐり会わない理由 

 

  

46.0%

9.3%

3.7%

9.9%

19.3%

4.3%

3.7%

3.1%

0.6%

36.9%

17.5%

5.1%

6.9%

23.5%

4.1%

2.8%

2.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

そもそも身近に、自分と同世代の未婚者が

少ない（いない）ため、出会いの機会がほとんどない

同世代の未婚者は周囲にいるが、

自分が求める条件に見合う相手がいない

結婚に結びつかないような相手ばかり

好きになってしまう

好きな人はいるが、交際に発展しない

そもそも人を好きになったり、

結婚相手として意識することが（ほとんど）ない

交際に至っても、仕事の都合等で、

結婚することが考えられない

その他

答えたくない

無回答

男性・R5県調査(N=161)

女性・R5県調査(N=217)
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⑥ 結婚観 

「生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない」「男女が一緒に暮らすなら結婚すべきで

ある」「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」は女性の方が肯定的な割合が男性より低くなっ

ている。過去調査と比較すると男女ともに肯定的な割合が低くなっているが、特に女性の肯定的な割合の

低下が著しい。 

 

⑥-1 結婚観：生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない 

 

図表 結婚観：生涯を独身で過ごすというのは、望ましい生き方ではない 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.1% 43.9%

59.1% 40.8%

68.8% 31.2%

51.6% 48.4%

39.0% 60.9%

51.5% 48.5%

65.1% 35.0%

39.8% 60.2%

そう
思う
計

そう思
わない
計

25.7%

30.4%

34.0%

14.3%

14.8%

20.5%

30.1%

8.7%

30.4%

28.7%

34.8%

37.3%

24.2%

31.0%

35.0%

31.1%

17.0%

18.2%

13.9%

30.0%

21.0%

24.7%

15.9%

31.1%

26.9%

22.6%

17.3%

18.4%

39.9%

23.8%

19.1%

29.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=405)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・H25県調査

(N=382)

男性・R3全国調査

(N=2,010)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=458)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,024)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑥-２ 結婚観：男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである 

 

図表 男女が一緒に暮らすなら結婚すべきである 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

 

⑥-３ 結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 

 

図表 結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

  

53.3% 46.6%

63.9% 36.0%

72.5% 27.5%

61.4% 38.6%

40.7% 59.4%

56.7% 43.4%

69.6% 30.4%

48.0% 51.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

18.6%

30.6%

35.1%

16.9%

10.8%

24.0%

29.9%

9.8%

34.7%

33.3%

37.4%

44.5%

29.9%

32.7%

39.7%

38.2%

20.3%

18.2%

14.3%

25.4%

25.7%

22.0%

15.3%

31.1%

26.3%

17.8%

13.2%

13.2%

33.7%

21.4%

15.1%

20.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=385)

男性・R3全国調査

(N=2,004)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=529)

女性・R3全国調査

(N=2,030)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

15.2% 84.9%

26.9% 73.1%

37.9% 62.0%

19.7% 80.2%

11.2% 88.7%

30.5% 69.5%

41.4% 58.7%

12.2% 87.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

3.5%

6.7%

7.5%

3.1%

1.6%

4.8%

8.0%

1.2%

11.7%

20.2%

30.4%

16.6%

9.6%

25.7%

33.4%

11.0%

29.8%

30.3%

30.1%

42.1%

26.7%

30.3%

28.5%

36.2%

55.1%

42.8%

31.9%

38.1%

62.0%

39.2%

30.2%

51.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=385)

男性・R3全国調査

(N=2,004)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=527)

女性・R3全国調査

(N=2,027)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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⑦ 結婚相手を決める際に重視すること 

全体として、すべての項目において女性の重視する割合が男性を上回る。特に相手の経済力については、

他の項目に比べて差が大きい。 

 

⑦-１ 結婚相手を決める際に重視すること：相手の経済力 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること：相手の経済力 

  
※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

 

⑦-２ 結婚相手を決める際に重視すること：相手の性格 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること：相手の性格 

  

 

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

※R3 全国調査の質問内容は「相手の人がら」 

  

8.3%

9.0%

4.7%

52.7%

50.4%

36.3%

49.2%

47.2%

43.5%

41.1%

45.2%

55.3%

38.3%

38.9%

50.0%

5.8%

3.2%

7.2%

4.1%

4.9%

1.8%

0.4%

1.2%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

85.0%

77.8%

77.0%

95.3%

92.1%

88.2%

11.4%

16.7%

18.1%

3.9%

6.3%

9.8%

1.0%

0.7%

3.3%

0.4%

0.7%

2.6%

4.9%

1.6%

0.4%

1.6%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答
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⑦-３ 結婚相手を決める際に重視すること：自分の仕事や生き方に対する理解と協力 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること：自分の仕事や生き方に対する理解と協力 

  
※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

※R3 全国調査の質問内容は「自分の仕事に対する理解と協力」 

 

⑦-４ 結婚相手を決める際に重視すること：家事・育児に対する能力や姿勢 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること：家事・育児に対する能力や姿勢 

  
※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

 

 

  

69.4%

68.8%

42.0%

77.5%

65.1%

55.9%

23.3%

23.6%

46.6%

21.3%

31.0%

37.5%

4.1%

2.8%

9.8%

1.2%

2.8%

5.4%

3.1%

4.9%

1.7%

1.2%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

45.1%

47.9%

42.1%

66.7%

42.9%

70.2%

44.6%

41.0%

49.3%

29.8%

51.2%

26.3%

6.7%

5.6%

6.8%

3.1%

3.6%

2.3%

3.6%

5.6%

1.8%

0.4%

2.4%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

女性・R3全国調査(N=1,731)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答
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⑦-５ 結婚相手を決める際に重視すること：価値観が合うこと 

 

図表 結婚相手を決める際に重視すること：価値観が合うこと 

  

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

 

⑧ 結婚の障害になる具体的な内容 

結婚の障害になる具体的な内容をみると、男性では「結婚後の生活費用」が 1.02 点で最も多く、次い

で、「職業や仕事上の問題」が 0.45 点、「結婚生活のための住居」が 0.39 点となっている。 

女性では「結婚後の生活費用」が 0.95 点で最も多く、次いで、「職業や仕事上の問題」が 0.42 点、「親

の承諾」が 0.41 点となっている。 

 

図表 結婚の障害になる具体的な内容（２つ選択） 

 

※結婚経験のない方について、最大の障害＝２点、第二の障害＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした 

※「結婚後の生活費用」は今回調査からの新規項目 

71.5%

74.3%

82.6%

79.4%

22.8%

16.0%

15.5%

16.7%

2.6%

4.2%

1.6%

2.4%

3.1%

5.6%

0.4%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=144)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=252)

重視する 考慮する あまり関係ない 無回答

※結婚経験のない方について、最大の障害＝２点、第二の障害＝１点として合計し、対象の母数で割った値を得点とした

※「結婚後の生活費用」は今回調査からの新規項目

0.39

1.02

0.25

0.27

0.04

0.45

0.12

0.22

0.10

0.54

0.48

0.26

0.19

0.35

0.20

0.04

0.22

0.35

0.95

0.41

0.28

0.13

0.42

0.10

0.15

0.16

0.46

0.37

0.25

0.14

0.57

0.10

0.13

0.16

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

結婚生活のための住居

結婚後の生活費用

親の承諾

親との同居や扶養

学校や学業上の問題

職業や仕事上の問題

年齢上のこと

健康上のこと

その他

男性・R5県調査(N=51)

男性・H30県調査(N=54)

女性・R5県調査(N=86)

女性・H30県調査(N=83)
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⑨ 結婚するつもりがない理由 

結婚するつもりがない理由をみると男女とも「自由な時間が減るから」が最も多く、男性で 59.8％、女

性で 61.3％となっている。次いで、男性では「家庭をもつほどの収入がないから」が 50.9％、「自由に使

えるお金が減るから」が 50.0％、女性では「共同生活に不安があるから」が 54.8％、「パートナーの両親

等の親戚付き合いがわずらわしいから」が 52.4％となっている。 

 

図表 結婚するつもりがない理由 

 

 

  

59.8%

50.0%

10.7%

6.3%

29.5%

18.8%

34.8%

49.1%

21.4%

16.1%

50.9%

18.8%

22.3%

12.5%

1.8%

61.3%

41.1%

16.9%

7.3%

54.8%

23.4%

40.3%

50.0%

32.3%

25.0%

21.8%

12.1%

52.4%

29.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自由な時間が減るから

自由に使えるお金が減るから

仕事に集中したいから

友人や家族と疎遠になるから

共同生活に不安があるから

特定の相手に束縛されたくないから

結婚相手を探すのが面倒だから

結婚にメリットを感じないから

出産・子育てが不安だから

自身の家事・育児負担が大きくなるから

家庭をもつほどの収入がないから

雇用が安定していないから

パートナーの両親等の親戚付き合いが

わずらわしいから

その他

無回答

男性・R5県調査(N=112)

女性・R5県調査(N=124)
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（７）出産・子育て観 

 

結果のポイント 
  

〇 男女ともに約７割が子どもを２人以上希望しているが、過去調査から「子どもはいらない」「１人」の割合

が増加している。 

〇 子どもを希望する理由は、男女ともに「子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから」など精神的

な充足が上位。 

〇 子どもがいらないと思う理由は、男女ともに経済的不安、子育てへの不安が上位であり、男性では「自

分の時間や生活を大切にしたいから」、女性では「出産に対して不安があるから」なども要因となってい

る。 

〇 「結婚したら、子どもは持つべきだ」と思う割合は男女ともに過去調査から低下傾向であり、特に女性

の低下が著しい。ただし、男女ともに９割弱が「子どもがいたら生活は楽しくなると思う」としている。 

〇 子育てにあたっては「子どもにはできるだけお金（十分な教育費用など）をかけたいと思う」割合は男女

ともに 9 割前後と過去調査から上昇しており、子ども中心の生活になることは仕方ないと考えている

など、子育てにあたっては高い理想がうかがえる。 

 

 

① 希望する子どもの数 

希望の子ども数が２人以上の割合は、男性では 74.6％、女性では 77.6％となっている。過去調査の結

果に比べて、「子どもはいらない」「一人」の割合が増加している。 

 

 

図表 希望する子どもの数 

 

 

※集計対象：いずれ結婚するつもりの 18～34 歳 

※H25 県調査・H30 県調査は「４人以上」が 1 項目にまとめられている 

  

※いずれ結婚するつもりの18～34歳

※H20・H25・H30県調査は「４人以上」が１項目にまとめられている

7.8%

1.4%

2.7%

11.1%

10.5%

4.5%

2.6%

13.1%

15.5%

11.9%

10.4%

10.9%

11.2%

9.8%

10.3%

10.5%

59.6%

65.7%

61.1%

61.9%

60.9%

63.8%

61.1%

59.3%

14.0%

14.0%

14.8%

12.2%

14.3%

17.1%

15.3%

13.7%

0.5%

2.8%

2.0%

1.1%

1.6%

2.4%

3.1%

1.0%

0.5%

0.4%

0.8%

0.1%

2.1%

4.2%

9.1%

2.5%

0.8%

2.4%

7.6%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査(N=193)

男性・H30県調査(N=143)

男性・H25県調査(N=298)

男性・R3全国調査(N=1,654)

女性・R5県調査(N=258)

女性・H30県調査(N=246)

女性・H25県調査(N=419)

女性・R3全国調査(N=1,731)

子どもは

いらない
１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答
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② 子どもを希望する理由 

希望する子どもの数を 1 人以上と考える理由をみると、男性では「子どもがいると生活が楽しく心が豊

かになるから」が 1.58 点で最も多く、次いで、「好きな人の子どもを持ちたいから」が 1.07 点、「結婚し

て子どもを持つことは自然なことだから」が 0.69 点となっている。 

女性では「子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから」が 1.87 点で最も多く、次いで「好きな

人の子どもを持ちたいから」が 1.17 点、「子どもは老後の支えになるから」が 0.43 点となっている。 

 

図表 希望する子どもの数が１人以上の理由 

 
 

  

0.69

0.16

1.58

0.35

0.63

0.34

1.07

0.26

0.20

0.40

0.11

1.87

0.43

0.36

0.34

1.17

0.35

0.26

0.0% 0.5% 1.0% 1.5% 2.0%

結婚して子どもを持つことは

自然なことだから

子どもを持つことで

周囲から認められるから

子どもがいると生活が楽しく

心が豊かになるから

子どもは老後の支えになるから

子どもは将来の社会の支えに

なるから

子どもは夫婦関係を安定させるから

好きな人の子どもを持ちたいから

妻（または夫）や親などの

周囲が望むから

その他

男性・R5県調査(N=278)

女性・R5県調査(N=341)
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③ 子どもはいらないと考える要因 

子どもはいらないと考える要因についてみると、男性では「経済的に負担が大きいから」が 52.2％で最

も多く、次いで、「子育てに対して不安があるから」が 48.7％、「自分の時間や生活を大切にしたいから」

44.2％となっている。 

 女性では「子育てに対して不安があるから」が 52.1％で最も多く、次いで、「出産に対して不安がある

から」と「経済的に負担が大きいから」が 44.4％となっている。 

 

図表 子どもはいらないと考える要因 

 

  

24.8%

13.3%

48.7%

52.2%

29.2%

21.2%

44.2%

23.9%

16.8%

15.0%

11.5%

18.8%

44.4%

52.1%

44.4%

29.2%

24.3%

31.9%

26.4%

22.9%

25.7%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子どもが好きではないから

出産に対して不安があるから

子育てに対して不安があるから

経済的に負担が大きいから

子どもに対する責任を負いたくないから

仕事と子育ての両立が難しいから

自分の時間や生活を大切にしたいから

子どもを育てるのに社会環境が望ましくないから

健康上の理由から

子育てに対して、女性の負担が大きいから

その他

男性・R5県調査(N=113)

女性・R5県調査(N=144)
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④ 出産・子育て観 

④-1 出産・子育て観：結婚したら、子どもは持つべきだ 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」割合をみると、男性では 44.7％となっている。前回調査に

比べて、14.4 ポイント低下している。 

女性では 28.3％となっている。前回調査に比べて、21.9 ポイント低下している。 

 

図表 結婚したら、子どもは持つべきだ 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査・R3 全国調査は 18～34 歳 

※R3 全国調査は「まったく賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「まったく反対」となっている 

 

  

44.7% 55.3%

59.1% 40.9%

68.9% 31.1%

56.0% 44.0%

28.3% 71.6%

50.2% 49.8%

68.3% 31.6%

37.2% 62.7%

そう
思う
計

そう思
わない
計

10.7%

20.9%

33.9%

11.6%

5.2%

13.0%

26.2%

4.8%

34.0%

38.2%

35.0%

44.4%

23.1%

37.2%

42.1%

32.4%

20.3%

18.6%

14.9%

26.7%

20.3%

17.4%

15.1%

28.0%

35.0%

22.3%

16.2%

17.3%

51.3%

32.4%

16.5%

34.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=403)

男性・H30県調査

(N=296)

男性・H25県調査

(N=383)

男性・R3全国調査

(N=1,998)

女性・R5県調査

(N=497)

女性・H30県調査

(N=460)

女性・H25県調査

(N=522)

女性・R3全国調査

(N=2,019)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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④-２ 出産・子育て観：子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」割合をみると、男性では 85.2％となっている。前回調査に

比べて、3.4 ポイント低下している。 

女性では 89.8％となっている。前回調査に比べて、0.1 ポイント上昇している。 

 

図表 出産・子育て観：子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい） 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

 

  

85.2% 14.8%

88.6% 11.5%

91.2% 8.8%

89.8% 10.2%

89.7% 10.3%

94.1% 5.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

39.9%

46.5%

49.7%

46.4%

49.9%

58.7%

45.3%

42.1%

41.5%

43.4%

39.8%

35.4%

10.6%

6.4%

6.7%

7.4%

6.6%

3.6%

4.2%

5.1%

2.1%

2.8%

3.7%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=404)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=388)

女性・R5県調査

(N=498)

女性・H30県調査

(N=457)

女性・H25県調査

(N=528)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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④-３ 出産・子育て観：子どもにはできるだけお金（十分な教育費用など）をかけたいと思う 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」割合をみると、男性では 88.0％となっている。前回調査に

比べて、2.8 ポイント上昇している。 

女性では 92.0％となっている。前回調査に比べて、4.7 ポイント上昇している。 

 

図表 出産・子育て観：子どもにはできるだけお金（十分な教育費用など）をかけたいと思う 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査 18～34 歳 

 

  

88.0% 12.0%

85.2% 14.8%

75.3% 24.8%

92.0% 8.1%

87.3% 12.7%

80.4% 19.7%

そう
思う
計

そう思
わない
計

43.0%

35.7%

26.6%

43.8%

38.4%

28.4%

45.0%

49.5%

48.7%

48.2%

48.9%

52.0%

8.0%

10.1%

18.8%

6.3%

11.6%

14.9%

4.0%

4.7%

6.0%

1.8%

1.1%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=402)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=384)

女性・R5県調査

(N=496)

女性・H30県調査

(N=458)

女性・H25県調査

(N=525)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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④-４ 出産・子育て観：子どもができると子ども中心の生活になるのは仕方がないと思う 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」割合をみると、男性では 92.0％となっている。前回調査に

比べて、3.4 ポイント上昇している。 

女性では 94.8％となっている。前回調査に比べて、2.0 ポイント上昇している。 

 

図表 出産・子育て観：子どもができると子ども中心の生活になるのは仕方がないと思う 

 

※無回答を除く 

※集計対象：R5 県調査・H30 県調査は回答者全数、H25 県調査は 18～34 歳 

  

92.0% 7.9%

88.6% 11.4%

88.8% 11.1%

94.8% 5.2%

92.8% 7.2%

94.2% 5.9%

そう
思う
計

そう思
わない
計

43.5%

46.8%

40.4%

51.5%

50.8%

52.7%

48.5%

41.8%

48.4%

43.3%

42.0%

41.5%

4.7%

7.4%

8.3%

4.4%

4.8%

4.2%

3.2%

4.0%

2.8%

0.8%

2.4%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性・R5県調査

(N=402)

男性・H30県調査

(N=297)

男性・H25県調査

(N=386)

女性・R5県調査

(N=499)

女性・H30県調査

(N=459)

女性・H25県調査

(N=528)

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない
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（８）子育て施策 

 

結果のポイント 
  

〇 夫婦ともに奈良県の子育て環境を約６割が評価している。 

〇 「緑が多いなど自然環境がよいから」「買物など日常の生活環境が整っているから」などが評価され、

「子育て支援サービスが充実していないから」は非評価の要因となっている。 

〇「子どもに対する医療制度の充実」「保育所等の保育サービスの充実」「親子の仲間づくり」は過半数が評

価しているが、「所得の向上」「男性の育児休業・休暇取得の推進」など経済施策や就労環境に満足して

いない割合が約７～８割に上る。 

〇 前回調査から男性の育児休暇・休業をとった方がいいと思う割合は夫婦ともに上昇している。ただし、

とった方がいいと思う割合は夫より妻の方が低い。妻の取らない方がよいと思う理由は、「収入が減り、

経済的負担が大きくなる」「育児の負担軽減につながらない」などが主な理由である。 

〇 男性の育児休暇・休業促進にあたり、「職場の理解を増進し、取得できる雰囲気を醸成すること」「育児

休暇・休業中の給与を維持する制度」「同僚職員への負担軽減」などが求められている。 

 

① 奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところか 

奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところだと思うかどうかについては、「はい」が夫で 66.2％、

妻で 60.8％と、夫の方が 5.4 ポイント高い。 

前回調査と比べると、大きな変化はみられない。 

 

図表 奈良県は結婚して子どもを生み育てやすいところか 

 

 

 

  

66.2%

62.1%

60.8%

62.6%

30.9%

31.0%

36.9%

34.8%

2.9%

6.9%

2.4%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=272)

夫・H30県調査

(N=203)

妻・R5県調査

(N=803)

妻・H30県調査

(N=1,060)

はい いいえ 無回答
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② 結婚して子どもを生み育てやすいと思う理由 

結婚して子どもを生み育てやすいと思う理由をみると、「緑が多いなど自然環境がよいから」が夫で

64.4％、妻で 70.9％と最も多く、次いで、「買物など日常の生活環境が整っているから」が夫で 61.1％、

妻で 58.8％、「通勤・通学に便利だから」が夫で 42.2％、妻で 39.3％となっている。 

夫と妻を比べると、「緑が多いなど自然環境がよいから」は妻の方が 6.5 ポイント高く、「地域のつなが

りを感じられるから」は夫の方が 4.2 ポイント高い。 

 

図表 結婚して子どもを生み育てやすいと思う理由 

 

 

※「子育て支援サービスが充実しているから」「地域のつながりを感じられるから」は今回調査からの新規項目 

※H30 県調査は無回答の掲載なし 

  

61.1%

42.2%

22.8%

20.6%

25.0%

8.3%

13.9%

3.9%

64.4%

20.0%

4.4%

0.6%

52.4%

28.6%

23.0%

18.3%

34.9%

14.3%

5.6%

69.0%

4.0%

58.8%

39.3%

23.0%

17.4%

23.2%

7.6%

16.0%

3.1%

70.9%

15.8%

2.7%

0.4%

59.6%

34.2%

23.6%

14.9%

20.6%

9.5%

7.4%

68.4%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

買物など日常の生活環境が

整っているから

通勤・通学に便利だから

教育環境が充実しているから

医療が充実しているから

家賃など住居費が安いから

治安を守るための対策が十分だから

子育て支援サービスが

充実しているから

福祉サービスが充実しているから

緑が多いなど自然環境がよいから

地域のつながりを感じられるから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=180)

夫・H30県調査(N=126)

妻・R5県調査(N=488)

妻・H30県調査(N=664)
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③ 結婚して子どもを生み育てやすいと思わない理由 

結婚して子どもを生み育てやすいと思わない理由をみると、「子育て支援サービスが充実していないか

ら」が夫で 64.3％、妻で 64.5％とほぼ同程度で最も多く、次いで、「通勤・通学に不便だから」が夫で

54.8％、妻で 49.3％、「教育環境が充実していないから」が夫で 52.4％、妻で 37.8％となっている。 

夫と妻を比べると、夫の方が「教育環境が充実していないから」で 14.6 ポイント、「通勤・通学に不便

だから」で 5.5 ポイント、妻より高くなっている。 

 

図表 結婚して子どもを生み育てやすいと思わない理由 

 

 

※「子育て支援サービスが充実していないから」「地域のつながりを感じられないから」は今回調査からの新規項目 

※H30 県調査は無回答の掲載なし 

 

※前回は、「子育て支援サービスが充実していないから」「地域のつながりを感じられないから」はなし

※前回は無回答掲載なし

28.6%

54.8%

52.4%

26.2%

8.3%

14.3%

64.3%

33.3%

7.1%

16.7%

15.5%

1.2%

19.0%

49.2%

38.1%

55.6%

17.5%

7.9%

47.6%

4.8%

12.7%

26.7%

49.3%

37.8%

30.7%

12.5%

11.8%

64.5%

30.7%

6.4%

13.5%

15.2%

0.7%

23.8%

42.0%

52.0%

48.0%

13.8%

17.3%

52.6%

6.8%

21.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

買物など日常の生活環境が

整っていないから

通勤・通学に不便だから

教育環境が充実していないから

医療が充実していないから

家賃など住居費が高いから

治安を守るための

対策が不十分だから

子育て支援サービスが

充実していないから

福祉サービスが充実していないから

緑が少ないなど

自然環境がよくないから

地域のつながりを感じられないから

その他

無回答

夫・R5県調査(N=84)

夫・H30県調査(N=63)

妻・R5県調査(N=296)

妻・H30県調査(N=369)
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④ 子育て支援に関する満足度 

「十分満たされている」と「どちらかいえば満たされている」の割合の合計（＝満たされている計）を

みると、「子どもに対する医療制度の充実」が 55.1％で最も多く、次いで、「保育所等の保育サービスの充

実」が 52.0％、「親子の仲間づくり」が 51.2％、「気軽に相談ができる場所づくり」が 45.8％となってい

る。前回調査と比べると、いずれも満たされている計は上昇している。 

一方、「ほとんど満たされていない」と「どちらかいえば満たされていない」の割合の合計（＝満たされ

ていない計）は、「所得の向上」が 88.5％で最も多く、次いで、「男性の育児休業・休暇取得の推進」が

82.9％、「働き方改革の推進・ワークライフバランスの向上」が 77.6％、「出産・子育て後、再就職を希望

する者に対する支援」が 74.7％となっている。 

 

図表 子育て支援に関する満足度 

 

 

 

(N=959)

26.6% 71.0%

52.0% 45.2%

51.2% 45.7%

45.8% 51.3%

12.6% 82.9%

17.6% 77.6%

20.1% 74.7%

34.2% 62.2%

33.6% 63.9%

39.8% 56.6%

33.8% 62.5%

8.4% 88.5%

55.1% 42.5%

30.2% 65.0%

満たさ
れてい
る計

満たさ
れてい
ない計

1.6%

6.4%

6.2%

4.4%

1.0%

1.0%

1.3%

3.1%

3.0%

3.8%

2.8%

0.7%

10.7%

2.5%

25.0%

45.6%

45.0%

41.4%

11.6%

16.6%

18.8%

31.1%

30.6%

36.0%

31.0%

7.7%

44.4%

27.7%

47.3%

35.8%

35.9%

38.1%

39.6%

48.2%

51.2%

41.7%

36.8%

43.5%

46.3%

42.6%

31.4%

47.4%

23.7%

9.4%

9.8%

13.2%

43.3%

29.4%

23.5%

20.5%

27.1%

13.1%

16.2%

45.9%

11.1%

17.6%

2.4%

2.9%

3.1%

2.9%

4.5%

4.8%

5.3%

3.5%

2.5%

3.6%

3.8%

3.0%

2.4%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①子育てにかかる経済的支援

②保育所等の保育サービスの充実

③親子の仲間づくり

④気軽に相談ができる場所づくり

⑤男性の育児休業・休暇取得の推進

⑥働き方改革の推進・

ワークライフバランスの向上

⑦出産・子育て後、再就職を

希望する者に対する支援

⑧子育てしやすい住宅施策

⑨地域の遊び場の充実

⑩自然・社会体験、ボランティア、

スポーツ活動など子どものための事業

⑪子育てについて相談できる

地域サポーターの存在

⑫所得の向上

⑬子どもに対する医療制度の充実

⑭産後ケアに関する制度の拡充

十分

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いる

どちらかと

いえば

満たされて

いない

ほとんど

満たされて

いない

無回答
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図表 子育て支援に関する満足度（H30 県調査） 

 

 

 

 

⑤ 父親が育児休暇・休業をとることについての考え 

父親も育児休暇・休業をとった方がいいと思う人は、夫で 65.1％、妻で 56.2％と、夫の方が 8.9 ポイ

ント高くなっている。 

前回調査と比べると、とった方がいいと思う人は、夫、妻ともに 10.4 ポイント上昇している。 

 

図表 父親が育児休暇・休業をとることについての考え 

 

 

 

  

(N=1,151)

23.8% 72.3%

43.5% 50.7%

44.6% 47.8%

5.5% 87.5%

11.9% 79.8%

16.2% 75.5%
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①子育てにかかる経済的支援
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子育て支援事業

④男性の育児休業取得の推進

⑤働き方改革の推進・

ワークライフバランスの向上

⑥出産・子育て後、再就職を

希望する者に対する支援

⑦子育てしやすい住宅施策や

まちの遊び場の充実

⑧自然・社会体験、ボランティア、

スポーツ活動など子どものための事業
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27.6%
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36.7%

42.5%

0.4%

0.5%

0.6%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

夫・R5県調査

(N=272)

夫・H30県調査

(N=203)

妻・R5県調査

(N=803)

妻・H30県調査

(N=1,060)

思う 思わない どちらとも言えない 無回答
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⑥ 育児休暇・休業をとらない方がよい（取得にどちらとも言えない）理由 

育児休暇・休業をとらない方がよい（取得にどちらとも言えない）理由をみると、夫・妻とも「収入が

減り、経済的負担が大きくなる」が最も多いが、夫で 44.7％、妻で 32.9％と、11.8 ポイントの差がある。

次いで、夫では、「男性が育児休業をとることに対する職場の理解が乏しいから」が 19.1％で続き、妻で

は「育児の負担軽減につながらない」が 25.6％となっている。「育児の負担軽減につながらない」は、夫

より妻の方が 7.5 ポイント高い。 

 

図表 育児休暇・休業をとらない方がよい（取得にどちらとも言えない）理由 

 

 
 

⑦ 男性が育児休業を取得しやすくするために必要な施策 

男性が育児休業を取得しやすくするために必要な施策をみると、「職場の理解を増進し、取得できる雰

囲気を醸成すること」が 75.4％で最も多く、次いで、「育児休暇・休業中の給与を維持する制度」が 61.6％、

「同僚職員への負担軽減」が 57.9％となっている。 

 

図表 男性の仕事と子育ての両立可否別・男性が育児休暇を取得しやすくするために必要な施策 
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その他 無回答

75.4%

24.5%

43.2%

22.3%
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37.9%

57.9%
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75.4%

26.2%

46.1%

23.5%

62.4%

29.0%

39.0%

58.8%

5.0%
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74.3%

28.7%

47.9%
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67.4%

33.7%

41.0%

55.9%

6.5%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

職場の理解を増進し、

取得できる雰囲気を醸成すること

職場における育休取得率の

目標設定に関する制度

育休取得者以外の職場メンバーのモチベーションを

向上させる制度（例えば、周囲の職員への

手当支給や業績評価への反映など）

男性の育児参画促進に関する啓発

（行政や民間組織などから県民へ発信）

育児休暇・休業中の給与を維持する制度

女性の給与等処遇の改善

代替職員に関する支援制度の創設・拡充

同僚職員への負担軽減

その他

無回答

全体(N=1,108)

両立できる(N=362)

両立できない(N=261)
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